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企業がつくったものづくり大学
新潟工科大学 建築都市学系建築コース・都市防災コース

優秀な技術者を育てる場を自らの手でつくる

深い学びから広い学びまで、段階的に学べる４年間

　新潟工科大学は全国でも数少ない「企業がつ
くったものづくり大学」。新潟県内の主として中小
企業の経営者たちが、県内の大手企業や県外から
進出してきた企業を巻き込んで1990年（平成2）
に「新潟工科大学設立同盟会」を結成したことに
始まる。当時、優秀な人材の確保が難しくなって
きたことや、生産拠点の海外移転が進み、技術が
空洞化してきたことに対する危機感を経営者は
持っていた。「原点に帰った実務教育を行い、優
秀な技術者を県内に輩出できる場を自らの手でつく
りたい」という経営者たちの想いが原動力となり大

学設立の動きが生まれる。やがて、新潟県や県内
の多くの市町村が賛同し、公私が資金を出し合い、
新潟工科大学の設立に至った。
　このように、公私の強い想いにより生まれた新潟
工科大学は、社会から求められて設立された大学
と言える。「ものづくりこそ産業界発展の原点であ
る」という理念をもとに社会が求める技術者の育成
に取り組み続けてきた。「風・流体工学研究セン
ター」や「食品機能開発研究センター」などの研
究拠点を開設し、最新の高度な研究活動を推進。
「教育センター」や「ものづくり工作センター」な

どを開設し、良好な教育環境を整え、時代に即し
た人材の育成を進めている。
　また、約500社という多くの企業が参加し、大
学設立の推進力となった「新潟工科大学設立同盟
会」は、設立後「新潟工科大学産学交流会」へ
と変わり、今も学生へのさまざまな支援を行ってい
る。そのような企業との深いつながりを活かして、
企業見学会や企業訪問、「産学協同科目」など実
践的な教育が展開される一方、社会が求めるAI
やICTに強い人材の育成を目指し、教育改革を続
けていることも特徴の一つと言える。

総合学科と言える「工学科」1学科制のもと、4学系7コースからなる分野横断型のプログラムが用意されている。1年次にしっかりと工学の基礎力を養い、
2年次から自分の興味や適性に応じて特定の分野を選択し、学びを深めていく。4年間を通して段階的に深く、そして広く学ぶカリキュラムとなっている。

工学の基礎を学ぶ
最初から希望するコースが決まっている人でも、
迷っている人でも工学の基礎をしっかり学ぶ環境が用意されている。

コース選択
1年次の基礎科目で興味を持ったキーワードなどを
もとに2年次以降のコースを選択する。

01
工
学
基
礎
実
験

工学の基礎となる諸
原理や実験を行う際
のルールを学ぶ。

02
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

リ
テ
ラ
シ

オフィスソフトウェア
に関する知識やタッ
チタイピング技能を
身に付ける。

03
工
学
概
論

どの専門分野にも共
通する工学の全体像
に関する科目。技術
者理論、知的財産、
安全工学などを学
ぶ。

04
工
学
基
礎
ゼ
ミ

自発的に工夫を凝ら
しながら、ものをつく
る課題に取り組む。
グループで協力する
力やプレゼンの力を
高める。

05
基
礎
数
理

工学分野に必要な数
学の基礎力・応用力
を身に付ける。

１年次

 Pick up Curr iculum  キーワード

意匠・計画／構造・材料／環境・設備／
インテリア／フィールドワーク

エレクトロニクス／電力エネルギー／電気工学／
電気電子生体計測／サスティナブル社会

設計／加工／材料／ CAD ／ CAM ／
品質管理

防災・環境／構造実験／快適で安全な建築・
都市／風洞実験／シミュレーション

ICT ／ AI ／ IoT ／デジタル化社会／
ソフトウェアとハードウェア

ロボット／自動システム／
ハードウェアとソフトウェア／システム制御

環境負荷低減／省資源・省エネルギー／
新素材・材料／機能性食品／食の安全

0 1

●先進製造コース

●ロボット・システム
　制御コース

機械分野を中心としたさまざまな製品の“ものづくり”に関する
知識と技術を中心に学ぶ。

現代社会を支えるモノを制御する手法や技術を身に付ける。

●電気電子コース

●知能情報通信
　コース

現代社会の基盤技術として欠かせないエレクトロニクス、電気
工学や電力エネルギー技術のスペシャリストを目指す。

これからのデジタル化社会を支えるICT、AIおよびIoTを扱うこ
とのできる知能情報通信のスペシャリストを目指す。

●食品・環境化学
　コース

材料・環境・バイオ・食品などについて学び、“持続可能なもの
づくり”の技術を身に付ける。

●建築コース

●都市防災コース

暮らしを豊かにする建築空間・住環境を創造する技術を身に付
ける。

建築の学びを基礎として、安心・安全な建築・都市を創造する
技術を身に付ける。
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大学設立の推進力となった「新潟工科大学設立同
盟会」が大学設立後、「新潟工科大学産業交流会」
に組織を変更し、大学の教育研究活動に寄与する
さまざまな支援や活動を行っている。

大学支援事業
○給付型奨学金制度による修学支援
○チャレンジアップ制度への支援
○学内施設、研究設備の充実
○広報活動支援
○授業などへの講師派遣
○インターンシップ（職業実習生）の受け入れ
○学生の就職活動支援

大学利活用事業
○大学と会員企業との共同研究費用の一部補助
○教員の研究内容の開示
○利活用窓口業務

交流事業
○産学交流事業（講演会、セミナー等の開催）
○先進企業見学会の実施
○その他交流事業

自分が選択したコース以外にも視野を広げる学
びができる。
主専攻とは別の分野の副専攻プログラムを選び、
一定単位数以上を取得すれば、主専攻と合わせ
て副専攻の修了が認定される。

新潟工科大学産学交流会

副専攻制度
コース選択
1年次の基礎科目で興味を持ったキーワードなどを
もとに2年次以降のコースを選択する。

希望のコースで学ぶ
選択したコースで専門科目を学び、基礎から応用・発展的な力を身に付ける。
2年次は学系に共通する内容とコースの基礎的な内容を学ぶ。
3・4年次でコースのより深い専門科目を学ぶ。また3年次後半から研究室に配属となる。

副専攻プログラム

２・３・４年次

意匠・計画／構造・材料／環境・設備／
インテリア／フィールドワーク

エレクトロニクス／電力エネルギー／電気工学／
電気電子生体計測／サスティナブル社会

設計／加工／材料／ CAD ／ CAM ／
品質管理

防災・環境／構造実験／快適で安全な建築・
都市／風洞実験／シミュレーション

ICT ／ AI ／ IoT ／デジタル化社会／
ソフトウェアとハードウェア

ロボット／自動システム／
ハードウェアとソフトウェア／システム制御

環境負荷低減／省資源・省エネルギー／
新素材・材料／機能性食品／食の安全

機械システム
学系

電子情報学系

食品・
環境化学系

建築都市学系

主専攻

設計・製造

建築都市
バリアフリー・ストック

電気電子

食品・バイオ

ロボット・メカトロニクス

建築都市
ハザード・エネルギー

情報通信

材料・環境化学

A r c h i t e k t o n  新 潟 工 科 大 学 0 2
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設

	
	

【
工
学
研
究
科
】生
産
開
発
工
学
専
攻

2
0
0
1
年	

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
設
置

	
	

　
　
　
　
　
　
自
然
・
社
会
環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

	
	

【
工
学
研
究
科
】高
度
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

	

大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
設
置

1
9
9
9
年	

同
窓
会
設
立

1
9
9
8
年	

地
域
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設

	

　
　
　
　
　 

物
質
生
物
シ
ス
テ
ム
工
学
科
／
建
築
学
科

	
	

【
工
学
部
】機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科
／
情
報
電
子
工
学
科

1
9
9
5
年	

新
潟
工
科
大
学
開
学

1
9
9
4
年	

学
校
法
人
新
潟
工
科
大
学
設
立

1
9
9
2
年	

財
団
法
人
新
潟
工
科
大
学
設
立
準
備
財
団
設
立

1
9
9
0
年	

新
潟
工
科
大
学
設
立
同
盟
会
設
立

大学設立の推進力となった「新潟工科大学設立同
盟会」が大学設立後、「新潟工科大学産業交流会」
に組織を変更し、大学の教育研究活動に寄与する
さまざまな支援や活動を行っている。

大学支援事業
○給付型奨学金制度による修学支援
○チャレンジアップ制度への支援
○学内施設、研究設備の充実
○広報活動支援
○授業などへの講師派遣
○インターンシップ（職業実習生）の受け入れ
○学生の就職活動支援

大学利活用事業
○大学と会員企業との共同研究費用の一部補助
○教員の研究内容の開示
○利活用窓口業務

交流事業
○産学交流事業（講演会、セミナー等の開催）
○先進企業見学会の実施
○その他交流事業

自分が選択したコース以外にも視野を広げる学
びができる。
主専攻とは別の分野の副専攻プログラムを選び、
一定単位数以上を取得すれば、主専攻と合わせ
て副専攻の修了が認定される。

新潟工科大学産学交流会

副専攻制度
コース選択
1年次の基礎科目で興味を持ったキーワードなどを
もとに2年次以降のコースを選択する。

希望のコースで学ぶ
選択したコースで専門科目を学び、基礎から応用・発展的な力を身に付ける。
2年次は学系に共通する内容とコースの基礎的な内容を学ぶ。
3・4年次でコースのより深い専門科目を学ぶ。また3年次後半から研究室に配属となる。

副専攻プログラム

２・３・４年次

意匠・計画／構造・材料／環境・設備／
インテリア／フィールドワーク

エレクトロニクス／電力エネルギー／電気工学／
電気電子生体計測／サスティナブル社会

設計／加工／材料／ CAD ／ CAM ／
品質管理

防災・環境／構造実験／快適で安全な建築・
都市／風洞実験／シミュレーション

ICT ／ AI ／ IoT ／デジタル化社会／
ソフトウェアとハードウェア

ロボット／自動システム／
ハードウェアとソフトウェア／システム制御

環境負荷低減／省資源・省エネルギー／
新素材・材料／機能性食品／食の安全

機械システム
学系

電子情報学系

食品・
環境化学系

建築都市学系

主専攻

設計・製造

建築都市
バリアフリー・ストック

電気電子

食品・バイオ

ロボット・メカトロニクス

建築都市
ハザード・エネルギー

情報通信

材料・環境化学

A r c h i t e k t o n  新 潟 工 科 大 学 0 2



建築都市学系（2・3・4年次）

建築コース
建築学の学問体系である意匠・計画、構造・材料、環境・設備を掘り下げながら、
将来の建築士試験等の受験を意識した基礎力を養う。設計製図はインテリアから中・大規模建築物の設計まで段階を追いながら、
創造力と発信力を培う。フィールドワークを含む実験実習などにより、社会に向き合う実践力を養う。

 Pick up Curr iculum  資 格と進 路

01. 建築設計製図Ⅰ
建築物の設計を小規模なスケールの住宅から、小学
校・オフィスビルなどの規模の大きい建築まで段階的
に学ぶ。最新の建築作品を参考にしながら、社会の
変化に応じた建築設計の基礎をしっかり身に付ける。

02. 福祉住環境
ノーマライゼーションの理念のもと、障がいの有無や
年齢の違いによらず、さまざまな人々が過ごしやすく、
暮らしやすい住環境のあり方を学び、具体的な設計・
計画手法を身に付ける。

03. 都市デザイン
都市は、建築物が集まってできている。一つひとつの
建築が優れたデザインであったとしても、集まってでき
る都市のデザインが良くなるとは限らない。住宅が集
まる住宅地や、オフィスや商店が集まる中心市街地の
デザインで必要なルールや、多くの関係者が関わる際
の合意形成について学ぶ。

04. 建築一般構造
建築物は異なる要素の組み合わせであり、建築物を
構成する異なる各要素について学習する。主に躯体
構法を対象として、建築物の骨組みがどのような材料
で、どのようにして組み立てられるのかを調べ、各部構
法においてその形態と特徴・名称を学ぶ。

建築施工／建築法規／建築生産・マネージメント／建築計画学Ⅰ・Ⅱ／建築設計製図Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ／建築構造学／建築材料学／建
築構造力学・演習／雪と都市・建築／建築コースゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ／建築コース実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ／卒業研究　etc.

Other

主な卒業後の進路

建築設計事務所

ハウスメーカー

ゼネコン

設備設計事務所など

 資 格

取得できるもの 高等学校教諭
一種免許状（工業）
※教職課程履修者

受験資格が
得られるもの

1級建築士 ※指定科目履修者

2級建築士 ※指定科目履修者

木造建築士 ※指定科目履修者

取得を
支援するもの

建築施工管理技士

建築設備士

建築CAD検定試験
宅地建物取引士

福祉住環境コーディネーター検定試験

2級建築士・学科試験
特別対策コース
在学時に学科試験4科目の基礎力を
養成し、その後、受験ベースの実践力
までサポート。講義形態は、繰り返し
可能な自宅WEB学習が主体。

2級建築施工管理
技士補・養成コース
建築業界に就職希望の学生にとって、
ゼネコン、住宅メーカー、工務店、建材
商社等から広く求められる実践的資
格であり、在学中の資格取得を目指
す。

TOEIC
対策講座
TOEICに挑戦する意欲のある学生
を、対面形式またはオンライン・オンデ
マンド形式のリスニング・リーディング
実習で支援。

プラスアルファ制度
（資格取得支援）

0 3

都市防災コース
建築学の基礎を体系的に学んだうえで、防災・環境の視点から、快適で安全な建築・都市を創造するための発展的技術を学ぶ。
地域の気候風土や課題を踏まえた持続的な建築・都市のあり方を自ら考えられる構想力を培う。
大型実験装置やコンピュータを活用した実験・演習などにより、実践的な技術力を養う。

 Pick up Curr iculum  資 格と進 路

01. 都市環境防災工学
都市化に伴う環境変化や各種の災害が都市環境や
生活に及ぼす影響について理解し、安心・安全かつ
良好な都市を実現するための基礎知識を身に付け
る。都市気候の予測・評価方法の他各種都市インフ
ラの特徴と防災対策などを学ぶ。

02. 地盤防災工学
通常、地盤は建物等の構造物を支える役割を果たす
が、大地震や集中豪雨の時には、土砂災害等の自然
災害をもたらす。地盤について、建物等を支え都市を形
づくる側面と地盤災害の防止の側面の両面から学ぶ。

03. 防災まちづくり
わが国では地震をはじめ、多くの自然災害が発生して
いる。災害が起きた時、避難や救助で何をすれば良い
のか、災害の後に復興に向けて取り組むこと。または
普段からの防災訓練などの備えに取り組む必要があ
る。これら安全安心の防災まちづくりに関する基礎知
識を習得し、実践できる能力を養う。

04. 雪と都市・建築
積雪地域では、建築物や都市空間と雪との関わりに
ついて十分理解した上で、安全で快適な建築・都市
空間を実現する必要がある。雪国における建築・都市
において、検討すべき課題を認識・理解するとともに、
雪に配慮した建築・都市を計画・設計する上で、必要
とされる基本的知識を身に付ける。

建築施工／建築法規／建築生産・マネージメント／環境防災シミュレーション／環境アセスメント／建築構造学／
建築材料学／建築構造力学・演習／建築一般構造／建物の耐震設計／都市防災コースゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ／
都市防災コース実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ／卒業研究　etc.

Other

主な卒業後の進路

建設コンサルタント

公務員

建築・土木施工管理者

設備設計者など

 資 格

取得できるもの 高等学校教諭
一種免許状（工業）
※教職課程履修者

受験資格が
得られるもの

1級建築士 ※指定科目履修者

2級建築士 ※指定科目履修者

木造建築士 ※指定科目履修者

取得を
支援するもの

建築施工管理技士

建築設備士

建築CAD検定試験
宅地建物取引士

ITパスポート試験
対策講座
経済産業省が認定する国家資格の取
得を目指す。情報系の学生はもちろ
ん、情報系以外の学生にとっては最低
限のIT知識を最速で学ぶために活用
できる。

データベーススペシャリスト
試験対策講座
データベース設計は、近年脚光を浴び
ているAIやIoTの実用化にも不可欠な
能力。専門的で高度な知識と読解力
を身に付け、国家資格の取得を目指
す。

機械検査技能士試験
対策講座
国家資格である機械検査技能士の3
級および2級の資格を目指す。実技指
導も行う。

バイオ技術者認定試験
対策講座
中級・上級バイオ技術者認定試験の
合格に向けて演習を行う。教員からの
指導と並行して、参加学生が主体的に
取り組めるように、グループ学習も取り
入れて実施。
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建築都市学系（2・3・4年次）

建築コース
建築学の学問体系である意匠・計画、構造・材料、環境・設備を掘り下げながら、
将来の建築士試験等の受験を意識した基礎力を養う。設計製図はインテリアから中・大規模建築物の設計まで段階を追いながら、
創造力と発信力を培う。フィールドワークを含む実験実習などにより、社会に向き合う実践力を養う。

 Pick up Curr iculum  資 格と進 路

01. 建築設計製図Ⅰ
建築物の設計を小規模なスケールの住宅から、小学
校・オフィスビルなどの規模の大きい建築まで段階的
に学ぶ。最新の建築作品を参考にしながら、社会の
変化に応じた建築設計の基礎をしっかり身に付ける。

02. 福祉住環境
ノーマライゼーションの理念のもと、障がいの有無や
年齢の違いによらず、さまざまな人々が過ごしやすく、
暮らしやすい住環境のあり方を学び、具体的な設計・
計画手法を身に付ける。

03. 都市デザイン
都市は、建築物が集まってできている。一つひとつの
建築が優れたデザインであったとしても、集まってでき
る都市のデザインが良くなるとは限らない。住宅が集
まる住宅地や、オフィスや商店が集まる中心市街地の
デザインで必要なルールや、多くの関係者が関わる際
の合意形成について学ぶ。

04. 建築一般構造
建築物は異なる要素の組み合わせであり、建築物を
構成する異なる各要素について学習する。主に躯体
構法を対象として、建築物の骨組みがどのような材料
で、どのようにして組み立てられるのかを調べ、各部構
法においてその形態と特徴・名称を学ぶ。

建築施工／建築法規／建築生産・マネージメント／建築計画学Ⅰ・Ⅱ／建築設計製図Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ／建築構造学／建築材料学／建
築構造力学・演習／雪と都市・建築／建築コースゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ／建築コース実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ／卒業研究　etc.

Other

主な卒業後の進路

建築設計事務所

ハウスメーカー

ゼネコン

設備設計事務所など

 資 格

取得できるもの 高等学校教諭
一種免許状（工業）
※教職課程履修者

受験資格が
得られるもの

1級建築士 ※指定科目履修者

2級建築士 ※指定科目履修者

木造建築士 ※指定科目履修者

取得を
支援するもの

建築施工管理技士

建築設備士

建築CAD検定試験
宅地建物取引士

福祉住環境コーディネーター検定試験

2級建築士・学科試験
特別対策コース
在学時に学科試験4科目の基礎力を
養成し、その後、受験ベースの実践力
までサポート。講義形態は、繰り返し
可能な自宅WEB学習が主体。

2級建築施工管理
技士補・養成コース
建築業界に就職希望の学生にとって、
ゼネコン、住宅メーカー、工務店、建材
商社等から広く求められる実践的資
格であり、在学中の資格取得を目指
す。

TOEIC
対策講座
TOEICに挑戦する意欲のある学生
を、対面形式またはオンライン・オンデ
マンド形式のリスニング・リーディング
実習で支援。

プラスアルファ制度
（資格取得支援）

0 3

都市防災コース
建築学の基礎を体系的に学んだうえで、防災・環境の視点から、快適で安全な建築・都市を創造するための発展的技術を学ぶ。
地域の気候風土や課題を踏まえた持続的な建築・都市のあり方を自ら考えられる構想力を培う。
大型実験装置やコンピュータを活用した実験・演習などにより、実践的な技術力を養う。

 Pick up Curr iculum  資 格と進 路

01. 都市環境防災工学
都市化に伴う環境変化や各種の災害が都市環境や
生活に及ぼす影響について理解し、安心・安全かつ
良好な都市を実現するための基礎知識を身に付け
る。都市気候の予測・評価方法の他各種都市インフ
ラの特徴と防災対策などを学ぶ。

02. 地盤防災工学
通常、地盤は建物等の構造物を支える役割を果たす
が、大地震や集中豪雨の時には、土砂災害等の自然
災害をもたらす。地盤について、建物等を支え都市を形
づくる側面と地盤災害の防止の側面の両面から学ぶ。

03. 防災まちづくり
わが国では地震をはじめ、多くの自然災害が発生して
いる。災害が起きた時、避難や救助で何をすれば良い
のか、災害の後に復興に向けて取り組むこと。または
普段からの防災訓練などの備えに取り組む必要があ
る。これら安全安心の防災まちづくりに関する基礎知
識を習得し、実践できる能力を養う。

04. 雪と都市・建築
積雪地域では、建築物や都市空間と雪との関わりに
ついて十分理解した上で、安全で快適な建築・都市
空間を実現する必要がある。雪国における建築・都市
において、検討すべき課題を認識・理解するとともに、
雪に配慮した建築・都市を計画・設計する上で、必要
とされる基本的知識を身に付ける。

建築施工／建築法規／建築生産・マネージメント／環境防災シミュレーション／環境アセスメント／建築構造学／
建築材料学／建築構造力学・演習／建築一般構造／建物の耐震設計／都市防災コースゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ／
都市防災コース実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ／卒業研究　etc.

Other

主な卒業後の進路

建設コンサルタント

公務員

建築・土木施工管理者

設備設計者など

 資 格

取得できるもの 高等学校教諭
一種免許状（工業）
※教職課程履修者

受験資格が
得られるもの

1級建築士 ※指定科目履修者

2級建築士 ※指定科目履修者

木造建築士 ※指定科目履修者

取得を
支援するもの

建築施工管理技士

建築設備士

建築CAD検定試験
宅地建物取引士

ITパスポート試験
対策講座
経済産業省が認定する国家資格の取
得を目指す。情報系の学生はもちろ
ん、情報系以外の学生にとっては最低
限のIT知識を最速で学ぶために活用
できる。

データベーススペシャリスト
試験対策講座
データベース設計は、近年脚光を浴び
ているAIやIoTの実用化にも不可欠な
能力。専門的で高度な知識と読解力
を身に付け、国家資格の取得を目指
す。

機械検査技能士試験
対策講座
国家資格である機械検査技能士の3
級および2級の資格を目指す。実技指
導も行う。

バイオ技術者認定試験
対策講座
中級・上級バイオ技術者認定試験の
合格に向けて演習を行う。教員からの
指導と並行して、参加学生が主体的に
取り組めるように、グループ学習も取り
入れて実施。
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建築から土木の道へ

「地方都市では人口が減少し、衰退が問題視さ
れる中で、まちなか再生なしにはこれからの都市
の維持・保全はないと思います」という樋口秀
教授の言葉が印象に残る。
　2019年度に新潟工科大学に着任した樋口教
授。祖父と父が大工という家系に育ち、小さい
頃から慣れ親しんでいた建築の道を自然と志すよ
うになったそうだ。国立米子工業高等専門学校
の建築学科へと進学、しかし将来を見据えたと
きに設計者としてやっていくための門戸の狭さを
感じたという。そこで、大学では建築を離れて土
木分野へと進むことを決め、長岡技術科学大学
工学部建設工学課程に入学した。
　土木と一口に言っても、そのなかには地盤、

河川、気象、下水など、都市や街をつくり上げ
るあらゆる要素が含まれている。それまでに学ん
できた建築とも重なる部分が大きい「都市計画」
を専門とする中出文平教授の研究室に所属した。
中出教授は東京大学工学研究科都市工学専攻
の出身。樋口教授いわく「建築工学のみでもな
い、土木工学のみでもない、都市そのものを対
象とする「都市工学」を追求する分野」の出自
の中出教授の下で、全国の地方都市を対象とし
た研究や各地のプロジェクトに関わったことは現
在の自身の基盤になっているという。
「恩師の教えは、学生たちにも伝えたいと思って
います。都市計画を突き詰めていると、建築を
考えることの大切さをあらためて感じます。その
一方で地元のまちづくりに携わっていきたいとい
う学生たちに、建築単体を設計・施工するだけ

ではなく、まち全体のことを考えながら仕事に関
わってほしいと伝えています」

コロナ禍でも地元をテーマにして 
調査・研究を進める
　修士課程を卒業した1991年度から6年間ほ
ど、島根県立出雲工業高等学校建築科で教員
職についた。サッカー部の顧問も歴任し、体育
の先生だと勘違いされるほど、学生との練習に、
毎日励んでいたという樋口教授。その後、長岡
技術科学大学で助手、助教授、准教授を経て、
新潟工科大学工学部工学科建築・都市環境学
系の教授となったのは2019年度。そのため、着
任1年目の年末からコロナ禍により調査や対面で
の授業がすべてストップし、研究指導のほとんど
がオンラインへと移行。そのなかでできることを

新潟工科大学に着任してすぐに、コロナ禍を経験した樋口秀教授。
思うようにフィールドワークができないなか、
学生それぞれが地元を見直し、地域の課題を発見・解決できるような研究指導を行っている。

新潟の「まちなか再生」を紐解く
都市計画 研究室 ／ 樋口 秀 教授

1〜3湯沢市のリゾートマンションの調査

工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース
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模索するしかなくなった。しかし、樋口教授はこ
のシチュエーションさえもポジティブに捉えた。
「現在、研究室でもメインのテーマとなっている
新潟県の三条市や湯沢町の調査は、まさにコロ
ナ禍で始まりました。研究室は県内出身の学生
が8割いますので、地域のテーマを扱っていくこ
とは以前より考えていて、その点は学生たちとも
意見が合致していました。コロナ流行により大学
に通学しにくくなり、多くの学生は地元に帰省し
ていた。それならば、各々の地元を卒業研究の
テーマにするとよいのではないかと考えたのです。
ゼミや打ち合せはZoomで進め、現地調査は自
分たちの近所をフィールドとして、感染に注意し
ながら移動制限に縛られることなく調査を進める
ことができました」

新潟をフィールドにすること

　では、樋口教授が新潟の研究に力を入れはじ
めたのはどのような経緯からだろうか。
　長岡技術科学大学にいた頃は、毎月のように
全国各地へフィールドワークに出かけていたそう
だ。新潟の地域的なプロジェクトにも関わってい
たが、研究のメインテーマは建築・都市計画の
基準を定めた「都市計画法」の制度が、いかに
運用されているのか実態を調べることであり、全
国ベースでデータ収集を行っていた。
「『都市計画法』とはもともと1919年に成立し、
その後都市への人口・産業集中にともない1968

年に新法が定められました。一部はその後も改
正されているが、現行法は高度経済成長期に礎

が築かれたものです。現代社会における都市や
人口の急速な変化のなかでは、現在の制度では
対応しきれない面もあり、その実態を明らかに
し、制度を再検討するための研究でした」
　このように全国を対象とした研究は樋口教授に
とっても重要なものであったが、「中出先生とそ
の門下生が、法制度に基づく全国規模の研究を
今後も引き継いでいくため、自分は建築を志す
学生と一緒に都市全体を見据えながらも建築の
基本に立ち戻り、敷地から地区単位くらいの規
模で考えられるテーマで自らの研究をこれまで以
上に深めたいと考えました」と新潟工科大学で
新たな一歩を踏み出した理由を語る。
　樋口教授は、新潟をはじめ地方都市では「ま
ちなか再生」がキーワードになっているという。
冒頭の言葉にもあるように、地方都市全体が衰
退する現在の日本では、その中心部の“まちなか”
に居住し活性化することを考えていかなければ、
その都市が維持保全されていくことは難しいとい
うことである。これには、外部からの視点で都市
や町を客観的に捉えていく研究方法もあるが、

「新潟県やその近県の出身の学生たちが、自ら住
み、慣れ親しんできた生活者として元来もってい
る「眼」を研究に生かすことができるのではない
か、という地域に対する深い想いで研究テーマを
研究室の学生と一緒に考えたいから」と内部か
らの視点も重視している。

空き家がキーワードになる

　野村総合研究所調べでは、2033年の全国の
空き家率の推計値は27.3％（2019年6月20日
発表資料）。10年後には全国約3割の住宅が空
き家になるとの予測は、その切実さを如実に伝え
ている。樋口研究室を卒業した学生の就職先
は、地元のハウスメーカーなどが多いそうだが
「今の世代は、建築をどんどんつくることだけで
はなく、その後に起きている空き家などの現代的
課題を捉えていくことも重要」とのことだ。
　地方都市の市街地によく見られるのは、縦に
した食パンのように細長い区画の町家が連なる古
くからの町割。その食パン1個1個が空き家とな
りどんどんと抜けていき、昔は1区画に8人住ん

4三条市中心市街地「TREE」の活動による商店街活性化の流れ
（研究室の石川あずささんの卒業論文より。日本建築学会北陸支部
で優秀発表を受賞した）

5三条市中心市街地拠点施設の概要

6商店街地域全体の土地・建物利用
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でいたところが6人になり、2人になり、最後は
1人しか住んでいないという区画も出てくる。か
つては道路側に町家の正面がずらっと揃い、街
並みを形成していたが、歯抜けのように駐車場
ができたり、セットバックして新築住宅ができたり
すると、街並みのルールが存在しない、ちぐはぐ
な状態になっていくそうだ。
　現在、地方都市の持続可能性を高めるため
に、市街地に機能を集約する「コンパクトシ
ティ」の考え方が推進されているという。しかし、
食パンを再度そのままの大きさで戻していくよう
な対策ではいずれ行き詰まってしまう。例えば道
路に接していない土地にある建物は制度上、建
築の更新が難しいため、さまざまな問題が発生
する。どのように持続可能な状態に地域を変化
させることができるのか、どの自治体も方法を模
索している段階だという。
　樋口教授は、空き家は活用だけでなく、除却
も必要だという。現在は、空き家の利活用が重
視されているが、市街地の約3割が空き家化し
た状況下では、すべてを利活用することができな
い。しかし、除却が望ましい場合でも、所有者
の方が取り壊すお金を支払えないことや、相続
関係が複雑で放棄されたまま行き場を失っている
土地もある。このような制度的な問題の解決が
必要である。そのなかで今できることは、空き家
や除却後の跡地をどう使うかみんなで議論するこ
とだと、樋口教授は言う。樋口研究室では、地
域の空き家や土地利用の実態を調査し、地域の
将来のために何が可能か自治体と一緒に考える
ような研究を行っている。

三条市の中心市街地活性化に学ぶ

　例えば、三条市の中心市街地の活性化をテー
マにした研究は、三条市出身の学生が地元のま
ちづくりを卒業研究のテーマにしたいと取り組ん

だものである（図４・５・６）。
　中心市街地に位置する一ノ木戸商店街周辺で
は空き店舗が目立っていた。それをどうにか変え
ようと、商店街と地元出身の若い起業家が共同
し、空き家になっていた古い町家を改修し、
2017年に「TREE」という拠点施設を立ち上げ
たそうだ（図５左の写真）。この町家は2014年
には国登録有形文化財なっており、三条市の
ホームページでは歴史的建造物の活用事例とし
ても取り上げられている。地域一帯で、若い世
代を呼び込むためのコンテンツの開発やイベント
などの取り組みを始めたところ活動が波及し、ほ
かの空き店舗への新規出店が増え、通り沿いに
面的に活動が展開していったそうだ。
「学生は熱心にかつ丁寧に研究を進め現状の課
題を突き止め改善策を提案してくれた」
三条市では、空き家を改修し出店する事業者

への補助制度などもあるが、行政の補助に頼り
きるのではなく、地域住民が協力して市街地活
性化に取り組んでいる点が非常に重要なことだと
樋口教授はいう。この研究は2022年度の日本
建築学会北陸支部で優秀発表賞を受賞した。

リゾートマンションの実態を把握

　また、現在進行中の調査のひとつに、湯沢町
のリゾートマンションの空室化の実態を明らかに
するものがある（図１～３、７・８）。湯沢町は
人口約8,000人の小さな町である。しかし、そこ
には約15,000戸と推定されるリゾートマンション
があり、一時期はバブル景気のスキーブームで
流行したが、時を経て、現在は空室が目立つ物
件も多い。とくに、利用されないまま管理不全と
なっている物件が問題となっている。例えば、悪
徳業者が管理費の支払いを継続できない利用者
から金銭を受け取り、物件の維持管理を引き受
ける契約であったが数名から金銭を集めたところ

で行方をくらまし、管理組合が困窮している場合
などもあるそうだ。
　しかしながら最近では、定住者としてリゾート
マンションを購入する方も増えてきている。これ
はコロナ禍におけるリモートワークの推進以前か
らの傾向で、定年後にリゾート地へ移住する一
定層がいるためだという。現在は非常に安価なリ
ゾートマンションも多く、都市部で居住するより
リーズナブルな場合もある。さらに、リゾートマ
ンションには大浴場やコインランドリー、ジムな
どが併設されている場合も多く、都市的機能が
施設内で完結し、都市部の利便性の高い生活に
慣れている方でも快適に過ごせる面がある。一
方で、夫婦で入居したものの、その後単身と
なって体調が悪くなったときなどに如何に対処す
るかまでは十分に考えずに購入される方もいるそ
うだ。
　このような利用実態を知るためにインタビュー
調査に取り組んでいるが、リゾートマンションの
ように外部に対して閉ざされた環境下では、協
力者を探すことがとても大変なのだという。まず、
住民同士の関係性が希薄なため、地域内のつな
がりで紹介してもらうことができない。さらには、
多くのマンションはセキュリティの観点から部外
者が入れない構造になりつつあり、郵便受けさえ
設けていないマンションもあるそうだ。
　このような外に閉ざされた構造は、都市計画
の分野では「ゲーテッド・コミュニティ（gated 

community）」と呼ばれる。セキュリティ面で安
心であり、利便性が高く一見居心地がよく思え
るが、外部からシャットアウトされた環境にいるこ
とが地域社会の中では必ずしもよい訳ではないと
いう。リゾートマンションの空室化の状況と利用
実態を把握し、空室同士を連携したり、居住者
が関わったりするような取り組みができれば、将
来的に何かおもしろいことができるかもしれない。

7湯沢市のリゾートマンション調査 8湯沢市のリゾートマンションの改修プロジェクトにも参加。写
真は改修後の様子

9外部会場での研究室ゼミ風景（柏崎アトミージアム）
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工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース都市計画 研究室

小
こ ば や し

林 優
ゆ う と

斗（学部４年）
❶まちづくりに興味があったた
め。　❷研究室が土足厳禁でソ
ファがあり、居心地がよい。ホット
プレートやコンロがあり、料理を
作ったりする。　❸「新潟県湯沢
町におけるリゾートマンションの新
たな活用に関する研究」

久
く す み

住 大
だ い す け

輔（学部４年）
❶地方の課題を解決するには、
建築単体ではなく都市全体で考
えることが重 要と感じたから。　
❷活発的なメンバーが多く、イベン
トが多い。　❸「地方都市におけ
る都市再生・空き家対策・都市防
災戦略に向けた研究」

松
ま つ お

尾 翔
し ょ う ま

馬（学部４年）
❶農業も学んでいたことから、農
業を合わせたまちづくりについて
研究したいと思ったから。　❷メ
ンバーとの距離感が近く、互いに
助け合う点。　❸「柏崎市中通
地区（農村活性化）に関する研
究」

ひぐち しゅう／1966年島根県生まれ。1991年、長岡技術
科学大学大学院工学研究科建設工学専攻修士課程修
了。1991年-1997年、島根県立出雲工業高等学校建築
科教諭を経て、1997年に長岡技術科学大学助手。2004
年に同大学助教授、2007年に准教授。2019年に新潟工
科大学工学部工学科建築・都市環境学系教授。博士（工
学）。一級建築士、測量士。

樋口 秀 教授

❶研究室を選んだ理由　❷研究室の特色　❸取り組んでいる研究テーマ

研究室メンバーに聞きました

横
よ こ か わ

川 拓
た く と

人（学部4年）
❶3年生までは建築系を学んで
いたが、都市計画系を学びたいと
思い選んだ。　❷料理を良くする　
❸「密集市街地解消の取り組み
と評価に関する研究 ― 富山県
射水市放生津地区に直目して
―」

そのための基礎調査・基礎研究はこれからも続
けていく予定だという。
　まちの再生にあたって、建築や不動産のあり
方、それにまつわる制度を見直して、地域の魅
力を高めつつ、持続可能な形にするには「単体

の建物のデザインだけでなく、それを支える『仕
掛けの設計』が必要」と話す樋口教授。建築や
土木、都市計画までに広がる視点で続けられる
調査と研究が、新潟のまちが抱える課題の解決
に寄与していくだろう。

⓾研究室情報交換会

大
おおいずみ

泉 康
こ う た

太（学部４年）
❶都市計画や空き家について学
びたかったから。　❷たこ焼き
パーティーを行う。学校以外でも
ゼミを行う。　❸「中心市街地活
性化の視点から見た立体駐車場
の屋上活用に関する研究」

生
う ぶ か た

方 翔
し ょ う や

也（修士2年）
❶都市計画の講義で地元が都
市計画の失敗例として紹介され、
都市計画に興味を持ったから。　
❷DIYからバーベキューまでいろ
いろな活動ができること。　❸

「新潟県湯沢町のリゾートマン
ションの適正利用に関する研
究」

⓫樋口研究室1～4期生全員集合・BBQパーティ

⓭柏崎えんま市視察⓬日本都市計画学会大会・宇都宮
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コンピュータ技術の導入を 
間近に見て
　飯野秋成教授が東京工業大学に入学した当
初は「建築に対する特別な思い入れを持つわけ
ではなかった」という。そのような中、学部4年
に梅干野晁研究室に所属。環境の測定やシミュ
レーションを中心とした研究に携わる中で建築環
境分野に魅了されるようになったという。
「大学院修士課程ではリモートセンシングの画
像処理をテーマにしていました。今は人工衛星
から地上の情報を高分解度で計測する、衛星リ
モートセンシングが主流となっていますが、当時
はセスナ機で都市上空を低空飛行して、さまざ
まなデータを収集、分析していました。可視光
線と赤外線の情報を組み合わせながら、熱環境
を中心とした都市の環境情報を抽出し画像処理

する、というようなことに取り組んでいました」と
当時の研究を振り返る。
　当時、CADやCGが出始めたばかりで、コン
ピューターのスペックも低く、そのようなアプ
ローチをする研究室は珍しかった。希少な研究
に携わり、そのまま研究の道へと進んでも不思議
はないが、飯野教授は修士課程修了後、畑違い
とも思える都市銀行に入行する。
「1990年、ちょうどバブル景気全盛期で理系出
身者の文系就職が流行るような風潮がありまし
た。私も時流に乗って東京銀行（現・三菱UFJ

銀行）に入行しました。東京銀行は海外支店が
多く、海外とのやりとりも頻繁にあるので、情報
システムの構築が必要とされます。オンラインの
システム開発など情報技術の面で力を発揮でき
るのではないかと考えたのです」
　スマホはもちろんパソコンも珍しく、FAXや電

話でのやりとりが主流だった当時、東京銀行で
は入行者にノートパソコンを配り、銀行界の先頭
を切ってIT導入を目指そうという動きがあったと
いう。
「大学でコンピュータを先端でやっていたので、
そういう技術を持ち込みながら、プログラムを提
案したりしていました。そういう意味では活躍で
きましたが、２年間銀行に勤めてみて、やはりも
う一度建築環境について追求してみたいと、梅
干野先生の研究室に戻り、博士課程ではかつて
のテーマを発展させた研究に取り組みました」

新設の大学で必要とされたこと

　博士課程修了後は研究の基盤を新潟工科大
学へと移す。飯野教授はその理由を「できたば
かりの大学なので比較的自由に研究に取り組め
るのではないかと思ったから」と語る。実際に赴

1997年、新設3年目の新潟工科大学に赴任した飯野秋成教授。
以来、既存の建築領域の枠組みにとらわれず、工学全般からビックデータの解析まで、
多岐に渡るフィールドで研究活動を続けてきた。

既存の枠組みにとらわれず、工学全般を見据えて
環境設備・芸術工学 研究室 ／ 飯野秋成 教授

1研究室にて。VR空間を映し出す大型のモニターがある

工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース
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A r c h i t e k t o n  新 潟 工 科 大 学

任して、新設大学に集まる学生の、ある種の学
びに対する強い志を目の当たりにして「それに見
合うものを提供しなくては」という教育者として
の意識を強くする。それが、その後、多くの資格
を取得することにも繋がる。
「一級建築士と第一種情報処理技術者の資格
は博士課程在籍中に取得していましたが、大学
で設備や計画などいろいろな授業を受け持って
いると、だんだん内容が保たなくなってくる。自
分自身に先端の知識が足りないと感じることが
多々出てきて、勉強をし直そうと。せっかくなの
で建築設備士とインテリアプランナーの資格を取
得しました。予備校の対策講座を受講してみて、
教え方や重要なポイント、受験に沿った手法が
あることを知り、大学の授業で学生に伝えるべき
ことを取捨選択しながら、自分なりの授業体系を
同時に作っていったという感じです。資格の取得
が目的というよりは授業や研究に生かしたいから
とっているところが大きいです」
　気象予報士の資格もその延長上にある。やは
りきっかけは環境工学の研究の中で感じた思い
だった。「気象や環境というマクロなスケールで
理解していないと、都市環境や建築の外空間な
どのミクロな環境に落とし込めない。ならば気象を
体系的に勉強しよう」との思いから本格的に取得
を目指すようになる。「気象業務支援センターで
開催する講習会に参加しながら何回かチャレンジ
しました。天気図を読んで防災情報を書くという
２次の実技試験が難しく、自分が取得した資格
の中で、気象予報士が一番大変でした。視野は
広がりましたけれど」と飯野教授は笑う。

環境の測定から 
計測の技術をVRに応用
新潟工科大学赴任当初、研究室ではそれまで

の飯野教授自身の専門分野を継続する形で、新
築の大学講義室の温度分布を測って、それを卒
論にまとめるなど、計測やシミュレーションを中
心に環境について研究していた。「新潟工科大
学ではCADが導入されておらず指導できる先生
もいませんでした。学生にCADを教えて、デー
タを自作のプログラムに読み込み形状認識させ、
気象データを与えると表面温度を計算できる、と
いうシステムを作り、シミュレーションに使いなが
ら研究をはじめました。それがその後形を変え、
VR研究のきっかけにもなっています」
　飯野教授がVRに取り組みはじめたのはVR元
年と言われる2016年よりも前のことだ。
「アミューズメント施設などで見られるようにな
る以前からヘッドマウントディスプレイ（HMD）
を導入して活用方法を試行錯誤していたのです
が、研究テーマとしてきちんと確立するためにも、
建築教育にうまく使えないか、と考えました。
HMDをかぶると学生が設計したものをリアルな
空間として見られる。ということは、VR上でどこ
に設計の問題があるのかを確認できる。教育工
学の一環として、VRが使えると考えたのです」

VRの活用 ― えんま通りの再現 
と設計作品のクリティーク
　研究室では、VR技術を活用して柏崎市えん
ま通り商店街の再現を手がけた。
「2007年の新潟県中越沖地震で被害を受けた
えんま通りをフォトリアルに起こして、VRで見ら
れるようにしました。設計図がないので住民の
方々に協力していただいて徹底的に写真を集め、
写真からポイントポイントを同定し、写真測量的
に三次元空間に落とし込んでいくというかなり地
道な作業です。住民の方々にも見ていただき、
当時の色々な記憶が想起されるようなリアルさが

あると評価していただきました」
　卒業設計をVRにし、それを評価するという教
育現場での使い道も試みている。
「最近の学生はCADで設計するので、変換す
ればすぐVRになります。それを設計した本人が
見るだけではなく、バーチャル空間内に複数の
人間が入ってその場で議論することで、なんらか
の気づきを得られるのではないかという研究で
す。そのためには複数のHMDがネットワークで
繋がった状態で、見た人がアバターとして同じ世
界に入っているというシステムを作らないといけな
い。マルチプレイヤーモードに近いものを自分た
ちで組み上げて、HMDを被って一つの作品をみ
んなでクリティークするという仕組みを作りまし
た」
　その仕組みが完成したのは、ちょうどコロナ禍
で対面授業ができない時期であったがHMDを介
してネットワーク上で作品を共有することが可能
となった。
　ここまではVRの導入はトライアルで、卒業設
計の作品を研究室内で共有するところまでであっ
たが、現在はさらに発展させ通常の授業で取り
入れることにも積極的だ。今年度は初めて、４
年生の設計製図の授業に取り入れた。
「設計の初期段階では細かいところは詰められ

3えんま通り商店街の再現2えんま通り商店街における震災の被害状況と入手した街並みの写真の例

4被験者のアバター。インターネットを介して複数の被験者
が街並みVR空間に入り込める。それぞれの被験者の音声は
インターネットを通じて各被験者のヘッドホンに届く
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ていなくても、何階建か、何メートルまでなら圧
迫感がないのか、VRを使って体感しながらヴォ
リュームの検討ができます。学生はスケール感に
疎いところがありますが、人から指摘されてもな
かなか伝わらないことも体感すればわかります。
そのようなスケール感を体感できるのはVRの強
みです。また完成間近の段階では素材感や色合
い、家具の配置などの議論にも使える。２段階
で教育プログラムとしてVRを活かせそうだという
ことがわかってきました」

他分野とのコラボレーション

　飯野教授は学科の枠を超えて情報コースとの
共同で、テキストマイニングを活用する研究も手
がけている。テキストマイニングとは、専用のソ
フトウエアを用いて、テキストデータを自動分割

して単語を抽出し、どの単語が何回使われたか、
傾向をプロットしていく仕組みだ。
　飯野教授が取り組むのは、学生が残す文章、
例えば授業評価アンケートやインターンシップの
感想などが学内のサーバーにも保存されている
が、これらのビッグデータを分析することで何か
に活かせるのではないかという試みだ。
「以前、１年生の夏休みに、三次元バーチャル
造形基礎という集中講義があり、車椅子をCG

で作成していました。受講後の感想をテキストマ
イニングで分析すると興味深いことがわかりまし
た」
　飯野教授によれば学生の作品には大きく２つ
の傾向があるという。実習室に置かれた本物の
車椅子を観察し、より本物らしく描こうとする学
生が2/3程度、残りの１/3はもっと造形したい、

オリジナルな車椅子を作
りたいという学生。異な
る思考の２タイプの学生
が、授業後の感想として
何を残したか。テキスト
を追っていくと、明らかに
傾向が違っている。
「本物らしさを求める学
生は、“工学”や“ものの
仕組み”を知り、今ある
“技術”を吸収するために
CGを使いたいというよう
な単語が出てくる。オリ
ジナルなものを作ろうとし
た学生は、もっと“デザイ
ン”を追求したいとか“造

形能力”を高めたいとか、別のベクトルが働いて
いることがわかります。まだ、コース分けされる
前の１年生の時点ですでに違っているということ
が、テキストマイニングで統計的に見えてくるの
です。これを逆転させると、彼らが何を学ぼうと
してここにきているかということがわかるので、指
導する際の指針として使える基礎データになりま
す」
　この研究のそもそものきっかけは、講義での学
生とのやりとりにあった。
「課題作品を見ていて、私が『良くできている
ね』と評価しても『全然そうじゃないんです』と
いう学生がいる。こちらの評価と学生の自己評価
が食い違うことが結構あるんです。つまり個々の
学生が目指している方向に指導が合致していな
いということです。それを統計的に検証できるの
ではないか、ということで、情報コースの先生と
コラボレーションしながら研究しています」

これからの先進技術AIにも着目

　飯野研究室では、先端の IT技術を環境分野
の研究に活用している。AIを使ってアメダスの
データから、防災情報を抽出するという研究だ。
「アメダスでは、1分毎、5分毎、10分毎、とさ
まざまなデータが出てきますが、それをつぶさに
見ていくと、似ても似つかないと思っていたある
都市とある都市で、温湿度、風速、日射量など
の動きが似ているという地点がたまに見つかるの
です。AIならばそれを徹底的に分析することがで
きます」
　ある地点で豪雨があった後、高確率で数時間
遅れで雨が降ったり、災害が起こる時期、場

5クリティーク時のヘッドマウントディスプレイ内のVR描画状況 6ヘッドマウントディスプレイを被り、講評会に参加

7テキストマイニングの実施結果（アンケート自由記述+最終発表原稿）
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A r c h i t e k t o n  新 潟 工 科 大 学

工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース環境設備・芸術工学 研究室

所、季節などが似ていたりする場所を自動抽出
できると、その地点間で相互連携し情報共有し
ながら気象対策が立てられるという発想だ。
「自治体単独で防災対策するのは大変ですが、
同じ特徴で同じ災害に見舞われるところが見つ
かっていたら、事前に連携をして委員会などを
作って対策を立てるということが可能になります。
全国に何百ポイントかあるアメダスを徹底分析し
て似ているところを抽出分析し、防災の観点か
ら、改めてグルーピングし直そうと考えています」
　この研究でわずかな地形の特徴が気象に作用

することにも気づかされる。
「本当にちょっとしたこと、入江になっ
ている、とか標高が違うとか、若干の
違いで、全く違う気象になることが往々
にしてあって、むしろ離れている地点が
似ている、ということもあって。その辺
が面白いところですね。思わぬところが
思わぬ形で似ているというのは、人の目
で見ていて気づかなくても、AIだとわか
ることもあるのです」

　現在、新潟工科大学ではCADやデ
ジタルツールを授業や課題に積極的に
取り入れている。
「地域の産業界にヒアリングしても
CADは必須のスキルとして要請される
ので。１年生からCADの授業があり、

私は、2年生の後期にCG、３年生の後期に
CGの応用を担当しています。CGの応用では基
盤地図情報から地形模型をバーチャルに作ると
いう演習をします。ここまでは必修科目です」
　飯野教授はそのほか設計の授業でもより完成
度の高いCG作品を制作することを意識した指
導を行なっている。
「単にCADとかCGを使えるだけではなく、そ
こでの美しさ、到達点の高さ、そういうものを示
したいのです。本当にリアルに作り込むにはここ
まで行けるんだよというレベルにこそCGの面白さ

があるかなと。じつは建築の設計課題、卒業設
計などでレンダリングするのにCGのソフトを使っ
てはいても、CGのテクニックを本当の意味でふ
んだんに使いこなしている作品はそう多くはない
のです。私は、例えば写真を撮った時に背景を
ボケさせるレンズの特性、被写界深度の考え方
を取り入れるような使い方をしてはじめてCGの
効果が発揮できると考えています。ですからフォ
トリアルなものをCGでどれだけ作り込めるかとい
うことにこだわって授業をしています」
　飯野研究室は研究テーマの特性から、コン
ピュータ好きな学生が多く集まるが、最初から特
別なITスキルがなくても問題はないという。
「情報工学、プログラミングは勉強しないとでき
ませんが、デジタルツールに対する強い抵抗感
がなければ大丈夫です。そういうことが好きな学
生が多く、やり始めるとのめり込んでいますよ。
私の授業でCGやCADを扱ったり、VRなどの
研究テーマをアピールしたりするので、なんとな
くそういうことをやりたいという学生が集まってい
るということもあるかもしれません」
　研究室では高い専門的な能力を追求している
が、飯野教授は、卒業後は地域や業種に寄らず、
さまざまな世界で力を発揮して欲しいと考える。
「どんな場所、業種に行ってもいい。設計事務
所、工務店、ゼネコン、ハウスメーカー、建築
と離れた分野。それまでに自分の強みをできるだ
け、ここで見抜いてもらって、それを生かしなが
ら、仕事を生き生きと頑張って欲しいというのが
率直な願いですね」

先進技術を活用しながら、
業種に関わらず輝ける人材に

廣
ひ ろ は た

幡 明
あ き お

生さん（学部４年）
❶3年次にVRを用いた実験に参
加して興味を持った。　❷よく他
の研究室の学生が遊びに来るの
で賑やか。よくもわるくもメリハリが
あるところ。　❸設計製図の授
業へのVRの応用のための支援
のあり方に関する研究

渡
わ た な べ

邊 駿
しゅん

さん（修士１年）
❶VRの技術を利用して建築の
新たな表現技術を開発したいと
思ったため。　❷設備や研究環
境がしっかり整っているところ。　
❸建築設計製図の授業における
VRの効果的活用の基礎的研究

荒
あ ら き

木 颯
りゅうせい

星さん（学部４年）
❶3年次に研究室を訪れた際、
VRを体験し、その楽しさと可能性
の広さを感じたため。　❷先端的
な研究を行える点。VRを知るため
にゲームで遊ぶこともある。　❸
設計製図の授業のVRの応用の
ための支援のあり方に関する研
究

いいの あきなる／1965年、神奈川県生まれ。1990年、東京
工業大学大学院総合理工学研究科社会開発工学先行修了

（修士）後、東京銀行（現・三菱UFJ銀行入行）。1992年に
東京工業大学大学院に戻り、1995年同大学院修了（博士）。
併せて大阪芸術大学通信教育部芸術学部卒業、学士（芸
術）。1997年、新潟工科大学工学部講師、2006年より同大
学教授。

飯野 秋成 教授

❶研究室を選んだ理由　❷研究室の特色　❸取り組んでいる研究テーマ

研究室メンバーに聞きました

8アメダスの地図化
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学生の頃に深みにはまった

　田村良一教授は、群馬県出身。1976年に地
元を離れ、芝浦工業大学工学部に入学した。
建築のなかでも構造の分野に進んだ理由をうか
がうと「漠然と選んだのだけど、おもしろいなと
思って深みにはまっていきました。地味にコツコ
ツとやっていれば、自分のかけた情熱や時間に対
して確実に答えを出してくれる。そういうところが
良かった」という。卒業後は地元の群馬県で門
を構える福島建築設計事務所に入社。小規模
の会社だが、意匠・構造・設備の各部門があ
り、田村教授は構造設計を担当していた。
　しかし、仕事をはじめて1年で勉学の道へ戻
る決心をする。構造設計の実務も好きだったそう
だが、大学院でさらに専門的な構造の勉強を続

けたいと考えた。
「事務所には、いつでも帰ってきていいよと言っ
ていただいていました。まずは挑戦の気持ちで試
験を受けて、勉強を始めたらどんどんおもしろく
なって博士課程まで続けてしまった」
　修士課程から博士課程までの5年間は一貫し
て、東京大学生産技術研究所・岡田恒男教授
の下で学んだ。鉄筋コンクリート造の耐震構造
が専門の研究室で、耐震構造解析や破壊実験
を行っていたそうだ。博士号取得後の1987年、
岡田教授の研究で縁があった大成建設に入社。
エンジニアリング本部、設計本部、原子力本部
とさまざまな部署を経験して計25年間在籍した。
とりわけ、原子力部門では発電所の建屋の耐震
構造解析に携わっていたそうだ。頑丈につくるた
めに、通常の建築とは異なる基準で大地震を想

定して解析を行う。その担当をしていたという。

1人の研究者であること

　田村教授が新潟工科大学へ赴任したのは
2012年。長年勤めた職場から離れ、教職の道
へと足を踏み入れた。 動機は「50代なかばとな
り、今まで蓄積してきた耐震分野の知識を若い
世代に伝えることで、世の中に恩返ししたいと思
うようになりました」とのことで、新潟での生活も
はじめてのことだが、地域の人たちの温かさに触
れ、すぐに住みなれた街になったそうだ。
　鉄筋コンクリート造の建築物の耐震研究は、
引き続きのテーマであった。赴任してからしばら
くは、新潟大学の加藤大介教授と鉄筋コンク
リート柱の耐震性に関する共同研究に取り組み、
4年間ほど継続していた。耐震の観点から自らの

長年勤めた会社を離れ、2012年より新潟工科大学にて教職についた田村良一教授。学生、会社員と経験してきた耐震構
造の研究を生かして、柏崎や周辺地域の地盤の特徴と地震の揺れの関係を考慮した耐震建築について研究している。

新潟の地盤構造と特性から、地震防災を読み解く
建築地震防災 研究室 ／ 田村良一 教授

1研究室のメンバーと研究室が入る棟の屋上にて

工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース
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テーマを継続的に追求するモチベーションはどこ
から湧き上がってくるのだろうか。
「いつまでも、1人の研究者でありたいと思って
います。生意気に聞こえるかもしれないけれど、
偉大な先人たちが発展させてきてくれた耐震の
分野でコツコツと研究をつなげて、地震による被
害をわずかでも少なくすることができたらという思
いがあります」

地域の地盤特性を緻密に検討する

　田村教授が着任後に取り組んできた研究のひ
とつは、2007年7月に発生した新潟中越沖地震
の建物の被害と各地の地盤特性の関係性を紐解
くものだ。各地域で発生する災害はその地域の
特性が反映されることが多いとの考えから、地域
の特性を反映しながら防災について研究してい
る。中越沖地震では、日本建築学会の被害調査
データや防災科学技術研究所の地震観測記録
などが報告・公開されている。田村教授はこれ
ら公開データ、地域の地質や地盤に関する地元
の研究者らによる研究報告などを参照し、地元
の大学 (研究者 )の視点から、柏崎平野など複
数のエリアを対象とし、工学的な観点から地震
が発生した際のエリアごとの地盤の揺れの地震
増幅、液状化の状況を比較検討してきた。
　震災の直後やその後の数年間は、首都圏など
各地の大学や研究機関・学会などから複数の調
査チームが被災地を訪れ、震災の被害状況など
について、たくさんの論文や報告書がまとめられ
る。これらの調査・研究は、ある段階まで結果

がまとまると公表し、組織は段階的に解体されて
いくことが多い。しかし、その得られた成果を地
域のために生かしていくためには、より細かく検
討したり、周辺環境を歴史的に遡ったりすること
も必要であり、地域にとってはより詳細な検討が
必要なテーマはたくさん残っている、というのが
田村教授の考えだ。
　一方で、1年間で検討できるエリアは限定され
る。そのため、田村教授の研究では継続するこ
とが何より重要であり、これは地元の研究室だか
らこそ可能な研究なのだと言う。

新潟の地盤構造と地震の特徴

　例えば、柏崎の特質を紐解く鍵は、「山」と
「海」の近さにあるそうだ。柏崎では米山、黒姫
山、八石山の山系のすぐ先に日本海がある（図
2・3）。非常に起伏が激しく、その合間にある
平野部の水田地帯は柔らかな沖積層の上に広が

る。この沖積層下の硬い地盤 (洪積層 )は、山か
ら海にかけて傾斜しており、沖積層はとくに海側
で厚くなっている。田村教授によれば、2007年
中越沖地震では海岸に近い中心市街地での建物
被害が大きかったそうだが、この理由の一つとし
て柔らかい沖積層が深く堆積したことによる地震
動の地盤増幅特性が影響していることがあげら
れる。解析的な検討を実施することにより、地
震被害の大きかった中心市街地地域の地盤増幅
特性を調べ、将来発生するかもしれない大地震
に対して研究を進めている。
　柏崎平野全体の地盤増幅を研究するための調
査は学生たちの協力のもと、地盤の常時微動を
市内のあちこちで計測しマッピングしながら被害
状況との比較を行い（図4）、関連する要素の抽
出や分析を行っているそうだ。地盤の柔らかい
海側で地震による被害が大きく、硬い地盤の山
地では被害が少ないことは、一般的に知られて

2柏崎平野における表層地盤構造

3柏崎市における地盤断面図

4柏崎市中心市街地における常時微動計測結果（地盤卓越周期）
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いるが、柏崎平野の硬い地盤 (洪積層 )の傾斜
など考慮し、地形との関係から、より微細に見て
いくのが田村研究室の調査方法である。
　また、2004年中越地震で被害が大きかった
小千谷市は、柏崎市から内陸に30kmほど進ん
だところに位置する。小千谷市は海からは離れ
ているものの信濃川の中流域で洪積段丘を構成
している地域が多く、この中で建物被害が特に
多かった地域には、段丘面の上に堆積した軟質
の表層地盤が原因していたという研究報告が
あった。
　田村教授は、被害が甚大であった地域の地盤
で、柏崎市と同様に常時微動計測を実施し（図
5）、報告の結果を確認するとともに周辺の地域
でも微動計測を実施し、広域的に地盤と地震被
害について検証し、前述の柏崎と同様に堆積層
が地震被害に及ぼす影響を明らかにしている。
「越後平野 (新潟平野 )における中越地区を見る
と、やはり歴史的に信濃川の影響を大きく受けて
きています。現在では堤防がつくられ河道を変え
ることはないが、人間の手が入る前は、中流域
では洪積段丘を作り、下流域では洪水のたびに
蛇行しながら沖積平野を形成してきたものと思い
ます。防災の面からみると、過去において発生し

た大地震で信濃川河道の周辺で多くの液状化被
害が発生しています。河道周辺などの軟質な沖
積層について調査できれば、液状化発生の可能
性や地震の地盤増幅などに関する情報が得られ、
将来の地震被害の低減に役立つと思います」
　田村教授は、地震に関連した地域のデータを
これからも蓄積することができれば、研究として
のみならず、地域の参考情報として行政機関な
どへも提供していきたいという。

未来のための「指針」をつくること

　また、田村教授は20年以上にわたり、日本建
築学会の荷重運営委員会に所属している。委員
会では『建築物荷重指針・同解説』という書籍
を出版しているが、同委員会の中で地震荷重に
関する小委員会にて地震荷重について担当して
いる。同指針は2004年、2015年と約10年ご
とに改訂版を発行してきた。
「荷重指針」とは、どのような考え方だろうか。
「一般的に建物耐震設計は、建築基準法が基本
となり、設計時用いる荷重について定められてい
ますが、建築基準法では既存の決まった進め方
をとるため、そこからレベルアップした構造設計
を目指す設計者や設計技術を考えるために、荷

重に関連した近年の分析や研究について調査し
公開しています。実際に構造設計者に話を聞く
と、基準法で構造設計を行うので日常的には指
針はなかなか活用されないが、プラスアルファで
より安全性を求めた設計を行うときなどに参照し
ていると聞いています。
　学会の委員会として、純粋に設計に用いる荷
重について追求した結果を残していくことは重要
なことだと思っています」

雪国の「高床式」建築を 
水害に生かす
　田村研究室では、学生それぞれが自由に研究
テーマを決めてよいという方針である。しかし、
耐震構造や防災・減災といった専門的な分野の
なかに入ってきたばかりの学生たちにとって、取
り組みたいテーマをすぐに決めることはなかなか
難しい。そのため、田村教授が現在取り組んで
いる研究のストーリーを学生に伝え、取り組んで
みたいという学生には一緒に研究を進めてもらっ
ているそうだ。例えば、前述の紹介した中越沖
地震、中越地震の建物被害と地盤特性の研究
も、学生とともに進めた研究である。
　そのほかにも、地域に根ざしたとても興味深い

5小千谷における常時微動計測結果
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工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース建築地震防災 研究室

齋
さ い と う

藤 遥
は る き

稀（学部4年）
❶地盤関係の研究がしたかった
から。　❷基本的に生徒に任せ
てくれる。皆、仲良しで落ち着いた
雰囲気。田村先生は研究で悩ん
でいるときに、そっと助言をしてく
れる。　❸「柏崎平野における表
層地盤の揺れやすさマップの作
成」

梅
う め だ

田 晃
こ う た

太（学部4年）
❶建築において建物を支える地
盤が 大 切だと気 付いたから。　
❷設備が整っている。　❸「柏崎
平野における表層地盤の揺れや
すさマップの作成」／場所によっ
て揺れに違いが出るため、地震
被害を減らすための揺れやすさ
マップを作成する。

星
ほ し の

野 宏
こ う た

太（学部4年）
❶もともと地震に興味があり、地
震の木造建築に対する影響につ
いて興味が湧いたから。　❷ほん
わか、ゆっくりの優しい空間。　❸

「積雪が木造住宅の耐震性能に
及ぼす影響」

たむら りょういち／1956年、群馬県生まれ。1980年、芝浦
工業大学工学部建築学科卒業。1979年-1980年、株式
会社 福島建築設計事務所。1987年、東京大学大学院建
築学専門課程専攻博士課程修了。1987年-2012年、大
成建設でエンジニアリング本部や設計本部、原子力本部に
勤務。2012年より、新潟工科大学教授。

田村 良一 教授

❶研究室を選んだ理由　❷研究室の特色　❸取り組んでいる研究テーマ

研究室メンバーに聞きました

山
や ま い

井 駿
しゅん

（学部4年）
❶積雪が建物に及ぼす影響に
興味を持ったから。　❷静かで集
中できる。　❸「寒冷積雪期の
地震災害に関する調査」／雪と
地震が重なった時の被害の特徴
や今後の対策を文献調査やヒヤ
リングから明らかにする。

研究テーマをうかがった。新潟県の平野部には
標高の低いゼロメートル地帯と呼ばれる地域も
多い。このような地域では、水害に襲われる危
険性が高い。そこで、水害に対して、雪国に多
く見られる「高床式住宅」を適用できるのでは
ないかという投げかけから始まった研究だ。新潟
県など北陸地域の降雪地帯では、鉄筋コンク
リート造などで高めの基礎や1階部分をつくり車
庫や倉庫として利用し、その上に、1～2層の木
造の居住空間を配した住宅が普及している。基
礎が高い分、冬季に雪が降り積もったり、屋根
から落雪が多かったりする地域に適した構造であ
る。
　この形式を水害の危険地域に生かせば、2～
3m程度の浸水であれば車庫や倉庫部分のみで
被害を最小限に抑えることができる。そのため、
研究室では流速を伴った洪水による氾濫流に対
して、鉄筋コンクリート造の基礎部分が構造的
にどの程度有効かについて、①木造2階建、②
高床式（1階コンクリート造部分を壁構造）、③
高床式（1階コンクリート造部分を柱梁構造
（ピロティ構造）の場合に分けして、浸水深さや
流速から、どのような条件下で構造的安定性が
確保されるか検証したそうだ（図6）。

チームワークを学んでほしい

　田村研究室を卒業した学生たちの進路は、地
元・新潟の建設会社やハウスメーカーが圧倒的
に多い。建築系のみならず、建設会社の土木部
門など、土木系に進む人が最近多いことも特徴
で、大学としても建築・土木のどちらにも就職し

やすいようなカリキュラムを取り入れているのだそ
うだ。田村教授も新潟の災害事例を引き合いに
出して防災の授業を行い、地域を意識した教育
を実践されている。
　一方で、耐震や防災といった専門的なことを
学びながらも、卒業後の人生はそれぞれなので、
まずは卒業論文のための研究が楽しかったと思え
ること、そして研究や実験などにチームワークを
保ちチャレンジすることを大切にしているという。
「研究室は『小さな社会』だと思っています。と
くに耐震の実験などは複数人での共同作業が必
要です。研究室でチームワークを発揮して取り
組んだ経験は、その後の社会人となってからの
仕事にもきっと生きてくると思います」と研究室
での活動の大切さを語った。

五
い か ら し

十嵐 亮
りょう

（学部4年）
❶研究室紹介を見たときに、おも
しろそうな研究だと思ったから。　
❷みんな仲良く、何でも話しやす
い雰囲気。　❸「柏崎市の大規
模丘陵造成地における常時微
動特性」／盛土・切土の地盤の
違いによる地震被害の関連性を
検討する。

工
く ど う

藤 勇
ゆ う と

人（修士2年）
❶地震に強い建物について研究
したいと思ったから。　❷皆、楽し
くやっている。　❸「積雪地域に
おける屋根雪を考慮した木造住
宅の耐震補強に関する研究」／
寒冷地における屋根雪の有無が
建物の耐震性に与える影響につ
いて研究。

6氾濫流を作用する高床住宅のイメージ
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数値シミュレーションの最前線で 
研究に没頭
　新潟工科大学は1995年の開学以来、保有す
る国内最大級の風洞実験装置を中心に、建
築・都市にまつわる風の問題を取り扱う世界的
な研究を進めてきた。2018年には建築分野にと
どまらず、工学全体にかかわる風をはじめとした
空気や液体など流体を対象とした研究拠点
「風・流体工学研究センター」が誕生。年間を
通じて強風が吹き、特に冬季は日本海からの風
と大雪の被害に悩まされる地域の課題解決と、
地域の産学連携・人材育成に大きな役割を果た
している。
　新潟工科大学で風工学研究を牽引してきたの
が、風・流体工学研究センターのセンター長を

務める富永禎秀教授だ。東京大学大学院で博
士課程を修了した後、開学と同時に助手として
着任し、以来出身地である新潟で教育・研究の
最前線に立ち続けている。
富永教授は魚沼市出身。電気技術者だった

父親の影響もあって工学系への進学を希望し、
中でも「文系的な要素もあっておもしろそう」と
建築を志した。新潟大学の建築学科に入学し、
当初は多くの学生と同じように意匠系に進みたい
と考えていたが、当時新潟大学に助教授として
着任したばかりの赤林伸一氏（新潟大学名誉教
授）の建築環境工学の講義を聞き、建築の学
問の中でも、設計や構造などと違った新しい分
野におもしろさを感じるようになった。次第に環
境分野への関心を深め東京大学大学院へ進学。
そこでの恩師となる村上周三氏との出会いが、

研究に没頭するようになったきっかけだという。
東京大学名誉教授で日本建築学会会長、空気
調和・衛生工学会会長などを歴任した村上氏は
当時、今では建築分野で広く使われるようになっ
た数値流体力学（CFD）解析のパイオニアとし
て活躍していた。富永教授は、村上氏の研究室
に所属し、最先端の環境工学に触れた。大学院
時代はその分野の世界的研究者となる加藤信介
（東京大学名誉教授）氏や持田灯氏（東北大学
教授）の指導も受けながら、コンピューターを
使って建物周辺の風の流れや汚染ガスの拡散を
予測する研究を行った。
「研究室全体が、当時最先端だったCFDの技
術を使って世界をリードするんだという気概に満
ちていました」と振り返る。

目に見えない風や空気の流れを解明し、快適な建築・都市空間づくりに生かしたい―。
そんな想いを胸に、富永禎秀教授は最先端のコンピューターシミュレーションと実験装置を駆使し、
これまでにない新しい知見を生み出し続けている。

風の流れを解き明かし、地域の課題を解決
都市環境・風工学 研究室 ／ 富永禎秀 教授

1大型境界層洞を使って実験中

工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース
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A r c h i t e k t o n  新 潟 工 科 大 学

風・流体工学研究センターで、 
故郷の課題解決に取り組む
一方、「魚沼という雪深いところに生まれ、新

潟をはじめとする積雪寒冷地域の厳しい気候風
土の問題を解決するために自分の研究を生かし
たいという想いがありました」と富永教授。大学
院で5年目を迎えた頃、ちょうど風雪に強い建築
の教育・研究に力を入れていくことを構想し、国
内最大級の風洞実験装置の建設計画を進めてい
た新潟工科大学から、風洞を使った実験や解析
ができる研究者として富永教授に白羽の矢が立
ち、大学の開設とともに地元に戻ってきた。
大学赴任後は風関連の研究に力を注ぎ、

2017年には研究の独自性が認められ、「高度シ
ミュレーション技術による地域の『風』の課題
解決と人材育成」として文部科学省の私立大学
研究ブランディング事業に選定された。これを
きっかけに翌2018年、「風・流体工学研究セン
ター」を設立。風の影響を受けやすい日本海側
の気候風土に応じた、地域密着・実践型の研
究をより一層推し進める環境が整った。風・流

体工学研究センターは「企業がつくったものづく
り大学」という新潟工科大学の最大の特徴を踏
まえ、地元産業界へ研究成果を還元し貢献して
いくことも狙いの一つ。高い技術を持った人材の
地域への輩出を続けている。
風・流体工学研究センターの研究スタッフに

は、富永教授を筆頭に、同じ建築都市学系の
五十嵐賢次准教授や涌井将貴准教授のほか、
情報からロボット、化学までさまざまな専門分野
の教授陣が名を連ねる。工学のあらゆる分野で
風や流体の実験、数値シミュレーションが活用さ
れていることが分かる。企業・自治体・研究機
関など学外との共同研究も活発だ。2019年に
は新潟大学災害・復興科学研究所、2021年に
は国立研究開発法人防災科学技術研究所雪氷
防災研究センター、2022年は中越防災安全推
進機構とそれぞれ連携協定を結んでいる。

巨大な風洞実験装置や最先端の 
シミュレーション機器
富永教授の研究対象は、市街地の風環境、

都市・建築空間の積雪分布、室内外の換気・

通風など幅広い。ビル風に代表される市街地の
風環境は、1970～80年代、高層建築がさか
んに建てられた時期に注目され、対策が研究さ
れてきた。富永教授は「建築環境工学の中では
マイナーな分野」と謙遜するが、市街地再開発
や大型プロジェクトの計画段階で風の影響を考
慮することは不可欠。自治体の環境アセスメント
でも調査項目に含まれており、設計事務所など
から依頼を受けて、風洞実験や数値シミュレー
ションを実施することも多いという。2003年に開
業した複合施設「朱鷺メッセ」をはじめ、新潟
県を代表するプロジェクトの検証を担ってきた。
実験に使用するのは風・流体工学研究センター
で所有する大型境界層風洞。幅・高さ1.8ｍ、
長さ13ｍの巨大な装置だ。建物や市街地の模
型をターンテーブルに設置し、さまざまな強さの
風をさまざまな角度で当てて風の影響を測定す
る。実験結果によっては、より風の影響が小さ
い計画へと設計変更が必要になる場合もある。
近年、コンピューターの性能向上とともに

CFDを用いたシミュレーション技術が大きく発展
し、研究・実務両方で広く使われるが、コン

2風洞実験室の外観 3風洞用大型送風機 4PIV（粒子画像流速測定法）。空気などの流体中にトレーサ（煙のよう
なもの）を混入して、高速カメラで撮影し、そのデータを解析することで流
体の速度および方向を計測する

5風・流体工学研究センターの入り口前で談笑する富永先生と研究室
のメンバー

6CFDで建物周辺の風環境・雪の吹き溜まりを予測
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ピューターによるシミュレーション結果の妥当性
を実験で検証することも重要だ。風・流体工学
研究センターは、最先端のCFDシミュレーショ
ンと併せて風洞実験が行え、それが他にはない
強みと言える。ステレオPIV（粒子イメージ流速
計測）と呼ばれる、空間にスモークなどを入れ
てレーザーを当て、2方向から撮影した画像から
流体の移動速度・方向を割り出す高度な計測機
器も備える。富永教授は「シミュレーションと実
験の結果が一致すると手ごたえを感じますし、高
精度な解析で実験結果の“なぜ”が解明できるこ
とに面白さがあります。現象が理解できればより
効果的な対策を取ることができます」とやりがい
を語る。
風の影響を風害と呼ぶことがあるように、これ

まで風は抑えるべきものとの考えが一般的だった
が、富永教授は「都市の風のとらえ方が変わっ
てきた」とみる。タワーマンションが増えて高層
建築自体に住む人があらわれ、高層建築の周辺
を“風から守る”ことに加えて“風を利用する”とい
う視点が生まれた。地球温暖化とともに深刻化
するヒートアイランド現象への対策として、市街
地の風通しをよくし、熱を放散させやすいまちづ

くりが求められている。

新潟の積雪や都市の室内換気も 
シミュレーション
全国有数の豪雪地帯を持つ新潟県では、耐

雪設計の建物が普及し、雪に強いまちづくりが
進められている。しかし、強風によって雪の吹き
溜まり・吹き込みが起きると、屋根にかかる荷重
に偏りが生じ、建物の破損の原因となることがあ
る。それに対して、通常の構造設計では不均一
な雪荷重は想定されておらず、積雪の影響を実
態に合わせて適切に考慮した設計の必要性が指
摘されていた。そこで富永教授は、強風下での
屋根雪の分布を正確に予測する手法の研究を実
施。CFDを使った雪の飛散・堆積モデル、日
射・気温を考慮した熱収支モデルなどを組み合
わせ、全く新しいシミュレーション方法を開発し、
実験でも効果を検証した。富永教授はこの研究
で2017年の日本建築学会賞（論文）を受賞し
ている。
富永教授が「雪がどう積もるかは非常に複雑

なメカニズム。風と違って実験での再現も難し
い」と語る通り、風の流れに加え、重さがある雪

は複雑な動きを見せる。大学では砂の粒子を雪
に見立て、水槽内で動きを再現して実験を行っ
ている。長岡市にある防災科学技術研究所・雪
氷防災研究センターという国立機関の実験施設
で人工降雪装置や低温実験室を使った実験を実
施することもあるという。
「雪国では、これまで生活から得られる経験に
頼って、各家や地域で対策を講じてきました。
屋根雪の分布について定量的に予測する方法が
ないからです。しかし、気候変動の影響なのか、
短期間に大量の雪が降るドカ雪も増えている傾
向があり、経験に頼った対策だけでは難しくなっ
てきています。事前に雪の積もり方が分かれば、
適切な対応が可能です。それが今の目標です」
また、新型コロナウイルスの感染拡大で注目
を浴びた室内の換気でも風工学の知見が生きる。
富永教授の研究室では、コロナ禍以前から、建
物内外の空気の流れを解明して良質な空気環境
や省エネを実現するための研究を行っていた。
複数の建物が立ち並ぶ密集市街地では風通しが
悪化し、建物の開口部から望ましい通風が得ら
れない場合がある。研究では、建物の上空の風
向きとは逆に空気が吹きこむなど複雑な動きを風

7朱鷺メッセの模型による風洞実験の様子 8朱鷺メッセ

9密集した市街地における住宅の換気性状に関する風洞
実験で使用した模型

⓾風洞実験により建物内の流れを可視化する ⓫CFDによって得られた風の流れの解析結果
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工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース都市環境・風工学 研究室

本
ほ ん だ

田 幸
こ う き

希（学部４年）
❶まちづくりに興味があり、近年
問題視されているビル風や積雪
等の研究をしようと思った。　❷
企業からの依頼が多く、外部の方
と協働すること。研究室が広く、ガ
ラス張りになっているところ。　❸

「都市・建築形態が積雪に及ぼ
す影響に関する研究」

小
こ ば や し

林 遥
は る と

人（学部４年）
❶国内最大級の大型風洞実験
装置に魅力を感じたから。　❷大
型風洞実験施設を利用できる。　
❸有風時の呼気エアロゾルの輸
送に関する風洞実験というテー
マで新型コロナウイルスなどのエ
アロゾルが有風時の場合、どのよ
うな動きを見せるのかを分析。

松
ま つ ぞ え

添 遼
り ょ う た

太（学部４年）
❶世界でも最先端の研究や実
験ができるから。　❷国内最大
級の風洞実験装置で精密な測
定ができるところ。　❸「加熱され
た建物周辺の気流・温度分布に
関する研究」／都市内部の熱と
気流の関係を解明し、ヒートアイ
ランド現象の軽減を目指す。

とみなが　よしひで／1967年、新潟県生まれ。1990年、新
潟大学工学部建築学科卒業。1992年、東京大学大学院
工学研究科修士課程修了、1995年、同大学院工学研究
科博士課程修了。1955年より新潟工科大学工学部助手、
1999年に同大学大学院助教授、2003年に同大学大学
院教授。2018年より新潟工科大学「風・流体工学研究セン
ター」センター長に就任。現在に至る。

富永禎秀 教授

❶研究室を選んだ理由　❷研究室の特色　❸取り組んでいる研究テーマ

研究室メンバーに聞きました

⓬雪を模擬した砂の動きも観察できる可視化実験用流水槽

山
や ま ざ き

﨑 涼
あ つ き

月（学部４年）
❶風研という富永先生が顧問の
ようなサークルの活動を通して、
風について興味が湧いたから。　
❷一人一台PCが与えられてい
る。ソフトの使い方で分からないこ
とも研究員の方に質問できる。❸
「都市・建築空間における風力エ
ネルギーの予測に関する研究」

洞実験とCFDシミュレーションで明らかにした。
現在は、感染予防に役立つ換気方法の提案や、
室内での飛沫の飛散と気流の関係といった時流
に沿った研究も実施している。

充実した実験環境とプロジェクトで 
学生を育成する
研究室の学生も企業との共同研究はじめさま

ざまなプロジェクトに参加する。そのような中、
彼らの卒業論文も研究室のプロジェクトに関係
するものをテーマに選ぶことが多い。充実した設
備と多様なプロジェクトがある富永研究室は、
学生にとって高いレベルの研究が行える貴重な
環境。「自分の興味に沿った研究もいいですが、
センターの恵まれた研究環境で先端研究に携
わった経験を、将来に活かして欲しい」と富永
教授はいう。
また「補助金を使った研究や、企業との共同
研究といった責任の伴うプロジェクトが多いの
で、期限を守ったり報告をきちんとしたりといっ
た点はある程度厳しく指導しています。学生には

社会に出る前の貴重な経験の場になっています」
と指導方針を語る。
自身の研究や風工学の今後の展開を聞かれる

と、「次は研究で得た成果の社会実装を目指しま
す」と心強い。富永教授が続けてきた風雪の研
究はシミュレーションの精度が高まり、十分実務
に活用できるレベルに到達している。新潟県のみ
ならず全国で、災害に強く、環境に優しい建
築・まちづくりに貢献したいとする。
「中国の大学と共同研究する機会がありますが、
向こうは人材も設備も急速に充実し、風工学の

発展が著しい。あっという間に日本と似たような
実験装置ができ上がりました。日本には風や雪な
ど気象による災害も多いですが、防災というと圧
倒的に地震への対応がメインです。気象災害研
究の重要性や設備投資の必要性に加え、建築
分野の風や雪への対策も大事なテーマだと訴え
続けていきたいと思います」
地元地域の風雪問題の解決から都市における
風環境まで広がりを見せる富永研究室の研究成
果が、日本の都市や地方の環境を変える日は近
そうだ。

⓭屋根雪の積もり方を予測する実験で、風洞内の模
型に雪を積もらせている様子

⓮風を受ける切妻屋根上の雪の積もり方をコンピューターシミュレーションで
再現

⓯風・流体工学研究センターでは施設の見学会やセミナー
を行っている

⓰学内で開催される子供向け科学イベントでは、地域のこど
もたちに、大型風洞で風の力を体験してもらう
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新潟の身近な課題を専門的な視点
で解決する
　五十嵐賢次准教授が現在取り組む研究テーマ
は、屋根に積もった雪の重さを観測データから
予測し、建築の設計に生かすというもの。除雪
作業中の屋根からの転落など、雪国ならではの
危険性をいかに軽減できるのかという、積雪と防
災をテーマとしたこの研究は、富永禎秀教授
（P.17－20）の呼びかけから始まった、新潟工
科大学の教員たちが携わる一大プロジェクトであ
る。
　建物を設計するとき、東京や新潟では積雪量
が異なるため、地域ごとに定められた目安を考慮
して構造計算が行われる。とくに新潟は多雪地
域であり、降雪期間も長い。建物が雪を背負っ

ているあいだ、長期に渡ってその重さが建物の
負荷となり、その雪の荷重と、冬に地震が起きる
ことも想定して、建物の部材が定められている。
そのため、東京と新潟の体育館を比較してみる
と、明らかに部材の大きさや構造の強さが異なる
という。
　このような構造における規定から、各地域にお
ける建造物の構造的安全性は確保されている
が、それでも地域の人たちは雪の日が続くとやは
り雪下ろしを心配する。そこで、屋根の雪の厚
みや重量はどのような気象条件で変化するのか、
より正確に予測することができれば、冬場に雪下
ろしのタイミングを考えるときに、まだやらなくて
もよいとか、日曜日まで待てるだろうとか、そう
いった判断ができるようになる。新潟の生活に寄
与する、地域に根ざした大学ならではの着眼点

と言える。

実験小屋で屋根雪を観測

　もともと、地表に積もった雪に関しては、降雨
量・気温・風速などの気象データをもとに、積
雪深さや荷重を推定する方法が存在しており、
日本建築学会の建築物荷重指針にも記載されて
いる。五十嵐准教授たちの研究は、この手法を
屋根に応用させようというもの。地表との比較を
行うために、各気象データを観測し、地上と屋
根の積雪量と深さ、さらに重量のデータを集め
ている。
　そもそも、地表と屋根では、雪の積もり方にど
のような違いがあると言われているのだろうか。
「例えば、屋根の表面温度が高ければ、屋根面
に接した雪は溶けます。また、屋根の大きさ・

新潟県の出身で、地域で活躍する人材を育てたいと、10年前より新潟工科大学に赴任した五十嵐賢次准教授。現在は、
屋根の積雪荷重をテーマに新潟の雪の観測・研究を継続している。

継続的な観測から、屋根の雪による荷重を推測する
構造デザイン 研究室 ／ 五十嵐賢次 准教授

1屋根の積雪量を計測する観測小屋の変化

2橋脚模型の実験の様子

工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース
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形状・角度によっても異なりますが、外気に触れ
る部分は屋根のほうが大きいため、地表面より
屋根面のほうが基本的に融雪の速度は早いので
す」と五十嵐准教授は説明する。
　雪の観測のため、雪氷災害のメカニズムを調
べる「雪氷防災研究センター」という長岡市内
の研究所サテライトに1,800mm×3,600mmの
四畳ほどの小さな観測小屋を建設した（写真
１）。そこでは自然の降雪にもとづく各種データ
を収集するが、降雪のある毎年12月頃から3月
頃までしか計測が行えない。そのため冬は観測
に集中する。気象データおよび地表・屋根の積
雪データは小屋に取り付けられた「データロ
ガー」という長期間データを蓄積することができ
る装置に記録する。その記録は、遠隔操作によ
りリアルタイムで自動的に研究室のコンピュータ
にも送られてくる。また、毎日の積雪状況は写真
記録にも残して、目視でも変化を確認している
（図5）。このように蓄積しつづけたデータをもと
に、解析は春からスタート。研究サイクルもま
た、地域の季節や気候に寄り添っている。

継続的なデータ蓄積から 
雪の変化を予測する
雪の降り方や積もり方の傾向は、もちろん年に

よってさまざま。12月にドサッと降ったり、春先
にベタ雪が積もったり、あるいは雪が少ない年も
ある。近年では、2020年度は12月下旬から1

月初頭に、2021年度は2月に積雪が多かったそ
うである（図6）。そのため、どの季節に荷重が
最大となるかは年ごとに異なり、解析結果は決し
て一定にはならない。年月をかけてさまざまな
データを蓄積することではじめて、汎用性のある
データがとれるそうだ。
　現在まで観測を5年間続けてきているが、そ
の結果見えてきたこともある。2月に降雪が多かっ
た2021年度は、まず屋根と地表での積雪の違
いを比較すると、積雪荷重と融雪量の変化は
「1月10日頃まではよく一致していたが、それ以
降は屋根面では融雪が進み、地表面との差が大
きくなっていった」とのこと。これには、気温や
風速・降水量などの複数の気象条件が影響して
いて、それらがどのように関係しあっているのか、
気象観測データの分析を蓄積することで、実際

の積雪量と推定によって出てきた値を近づけてい
くことができる（図７）。この推定値が実態により
近づき、正確になるよう今後も数年をかけて、
観測と分析は続いていく。

新潟に軸足を置いて建築を考える

　五十嵐准教授はもともと新潟県の出身。県内
の工業高校に入学し、建築を学びはじめた頃に
受けた授業で構造設計というものを知った。その
ときから、力学をベースとして建築を考えること
にとても関心をもったと言う。1983年に日本大
学工学部に進学してからもずっと構造畑を歩んで
きた。日本大学大学院工学研究科では、鉄筋コ
ンクリート造を専門とする構造の池田昭男教授の
もとで学び、修了後の1989年に地場ゼネコンで
ある「福田組」へ就職。新潟に戻ってきた。
　福田組は、1902（明治35）年に新潟市内で
創業し、全国に支社をもつ新潟県内でトップレ
ベルのゼネコン。入社当時は技術開発に力を入
れていたそうで、大学院まで出た五十嵐准教授
は技術部に配属された。恩師の池田教授もゼネ
コン出身で、プレキャストコンクリートなどの技
術開発を担っていたこともあり、もともと大学との

3観測小屋は雪氷防災研究センターにたつ

4観測小屋に設置された荷重計 5積雪荷重監視パネル
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つながりがあったそうだ。
「入社した頃は、まさに高強度コンクリートとい
う材料が出てきて、そのため、鉄筋コンクリート
造の高層マンションを新潟県内でも建設しようと
いう話が立ち上がってきていました。初期の検討
段階に関わっていましたが、高強度コンクリート
の大臣認定取得はとくに大変でした」
大臣認定とは、構造に関わる材料の強度や品
質を保証する国土交通大臣の認定のことで、と
くに高強度のコンクリートは品質を保つことが難
しいとされる。強度をどのように設計するのか、
品質が一定となるようにいかに管理するのか、そ
の検討段階を経て認定を受けたことで、新潟市
内の高層ビルでも高強度コンクリートを使用し
て、実際に建設することができるようになったそ
うだ。
　福田組では、基本的には技術部員として構
造・材料を専門としていたが、マンションの引渡
し前の騒音測定など、さまざまな業務をオールマ
イティに経験した。広く一般的なところを知った
上で専門としての知識も生かすこと。このスタイ
ルが、他分野の先生方との共同プロジェクトにも
生きている。
　入社15年後、日本大学の倉田光春教授のも
とに社会人博士として戻った。倉田教授は恩
師・池田教授の退任後に構造系の研究室を主
宰している先生である。月曜から水曜日は新潟
市内の会社に勤め、木曜から金曜日は郡山市内
にある大学キャンパスへ通学するというハードな
生活を3年間続け、博士号を取得した。
　その後、2011年には福田組を離れ、株式会
社新潟確認検査機構に入社。建築の確認申請
を行う民間企業であり、2005年の構造計算書
偽造問題以降、構造設計者が計算書をチェック
する体制がとられていたが、その構造計算の適
合性判定を担当していた。その時の経験から、

現在も新潟県内の構造計算書の適合判定を担っ
ている。新潟県内では年間120件ほどの依頼が
あり、構造設計事務所を営む方などとともに複
数名で審査するという。

「1人1テーマ」で自律的な 
研究心を育てる
　2013年4月より現在の職についた。大学に戻
り、教鞭をとることを決めたのは「40代後半とな
り、人材を育成して、地域のゼネコンや構造設
計へと輩出していきたい」という想いからだとい
う。新潟工科大学は「企業がつくったものつくり
大学」で産学協同に力を入れているため協力企
業も多い。五十嵐研究室卒業生の進路もまた、
地域のゼネコンへの就職者の割合が8割を占め
るそうだ。
　五十嵐研究室では、「1人1テーマ」で卒業
研究にのぞんでいる。それぞれの関心をもとに
テーマを探してきて、その研究が大学の設備や
限られた期間で可能かどうかを先生と学生で相
談し、一人ひとりが自律的に研究を進めるための
アドバイスを先生自ら行っている。五十嵐准教授
の出身校である日本大学では建築学科の学生は
その頃で1学年は250人ほど。一方の、新潟工
科大学の建築系の学生はすべての学年をあわせ
て250人ほどだという。そのため、研究発表を
行う機会が多く、とくに卒業論文の最終発表な
どは、終日をかけて学年全員が全先生方の前で
発表するスタイルなのだそうだ。さまざまな分野
の先生たちからアドバイスをいただくことは、個々
の研究にとってはたいへんな強みだろう。
　2022年度の卒業研究のテーマのひとつに、
学部4年生の小林龍矢さんによる2016年の熊
本地震で倒壊した家屋の構造解析がある。熊本
地震の家屋倒壊の要因は、大規模な揺れが2回
来たことによることだと言われている。そこには、

建築物の柱の配置などの要素が影響しているの
ではないか、という疑問を学生みずから抱いたと
いう。そこで、仮説を立て、家屋の上下階の柱
の配置、柱と壁の割合などの諸要素と、地震に
よる家屋倒壊の関係性を、熊本地震の記録を用
いて解析し、検証した（図８）。
　また佐藤創さんは、京都にある木造の橋「上
津屋橋」がテーマ。その橋は防災対策のため、
洪水時は踏み板があえて外れるようにデザインさ
れている。作り直していくこと、手入れしていくこ
とを前提に、洪水が収まったら踏み板をはめ直す
のだそうだ。この仕組みは建設当時からのオリジ
ナルのものであるが、その存続のためには資金が
必要になる。災害時に橋が流出しないようにする
こともまた、今後の橋の持続的な保全へとつなが
るのではないかとのアイデアから、橋脚前にテト
ラポッドのような構造物を設置して橋脚を保護す
るような提案をつくり、模型で実証実験を行い、
検討を重ねている（写真２）。

いがらし けんじ／1965年、新潟県出身。1989年、日本大
学大学院工学研究科修士課程修了後、株式会社 福田組
に入社。技術部で高強度コンクリート大臣認定取得などに
携わる。2003年、日本大学大学院工学研究科博士課程修
了。2011年、株式会社 福田組を退社し、株式会社 新潟
確認検査機構に入社。2013年、新潟工科大学准教授に
就任。

五十嵐 賢次 准教授

7屋根と地上積雪の比較
8学部4年生の小林龍矢が取り組む家屋の振動解析

6屋根雪重量の変化
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A r c h i t e k t o n  新 潟 工 科 大 学

工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース構造デザイン 研究室

小
こ ば や し

林 龍
た つ や

矢（学部４年）
❶構造の研究が施工管理に活
かせるから。　❷助け合う雰囲気
がある。　❸「木造住宅の直下率
による耐震性の変化について」／
熊本地震では、住宅倒壊の理由
に直下率が挙げられていたが、基
準法や分析で直下率について記
載がなく、疑問を抱いたため。

五
い か ら し

十嵐 丈
た け あ き

明（学部４年）
❶新潟県出身で、雪に興味が
あったことと、職場体験で建設の
現場に興味を持ったから。　❷た
こ焼きパーティーがある。　❸

「屋根雪を効果的に除去する仕
組みについて」／屋根雪の対策
において、一部を変えることで改
善する仕組みを探る。

佐
さ と う

藤 創
そ う

（学部４年）
❶建築だけではなく、雪やコンク
リートなど幅広い分野が学べるか
ら。　❷困った時は助け合う仲の
良さ。　❸「流れ橋の現状と改善
について」／橋自体ではなく、周り
を変化させることで課題を解決す
ることが大きなテーマ。

❶研究室を選んだ理由　❷研究室の特色　❸取り組んでいる研究テーマ

研究室メンバーに聞きました

9学部4年生のメンバーと屋上にて

中
なかじょう

條 大
ひ ろ む

夢（学部４年）
❶コンクリート材の研究がした
かったため。　❷一定の距離感
があり気を使うことがなく、研究に
集中できる。　❸「焼成灰を使用
したモルタルの強度の改善と特
性について」／ごみ焼却で出る灰
を細骨材の代わりに利用できるよ
う強度改善を目指す。

　もちろん、五十嵐准教授が取り組む積雪荷重
の実験にも学生が参加している。研究室唯一の
大学院生である伊藤栄嗣さんが、2021年より
継続して観測と解析を担当。来年には修士論文
としてまとめられる予定だ。
「研究室に所属すると、卒業までをメンバーと過
ごすことになります。そのときに、責任を持ってや
り通すなどの社会に出てから必要な姿勢やマナー
をまずは学んでほしい。先生がこんなことを言っ
ていたな、なんか聞いたことがあるなと、実務に
携わってからはじめて気づく場面あると思う。そ
の時に思い出してもらえれば嬉しい」と、学生た
ちへエールを贈る。

⓾佐藤創さんが研究対象としている上津屋橋

⓫建物モデルに雨樋を設置して、屋根流出水の計測も行っ
ている

五
い か ら し

十嵐 光
こ う す け

介（学部4年）
❶「建築材料・施工」が研究室の
テーマの一つで、将来、施工管理
職に就きたいと思っているため。　
❷研究をコツコツと進められる
点。　❸「木材の節埋めによる
強度変化について」／木の節の
中でも特に強度を低下させる死
節、抜け節に関する研究。

伊
い と う

藤 英
え い じ

嗣（修士１年）
❶構造分野について研究を行い
たかったから。　❷ベッドがある。　
❸「積雪量推定に関する研究」
／観測場の規模を縮小できれば
各地域でのデータが取得できる。
気温と降水量、融雪量のみで地
域にあった積雪推定の方法を模
索する。
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地方都市の都心整備計画を 
間近で見て
大学では応用物理学科を卒業後、学士入学

で建築を学んだという異色の経歴を持つ倉知徹
准教授。「応用物理学科の卒業論文では金属結
晶を扱う非常にミクロな研究をしていました。そ
れはそれで、科学技術的には魅力ある分野です
が、もう少し人間の生活や暮らしに近いところを
考えたくて、建築の世界に興味を惹かれました」
　建築学科に編入後は、前日本都市計画家協
会会長でもある小林英嗣教授（現・北海道大
学名誉教授）の研究室に所属。建物単体よりさ
らに大きなまちや都市を対象とするようになる。
博士課程では札幌市のエリアマネジメントをテー
マに研究していた。
「2000年頃、札幌市はより良い市民生活と、

新しい時代に向けた魅力と活力の向上のために、
第４次長期総合計画に都心整備をしっかりと位
置付けていました。当時は全国的にTMO（タウ
ンマネージメント機関）作りが盛り上がってい
て、都心に特化したまちづくりを計画し、TMO

が構想から実現へと盛り上がっている時期でもあ
りました。行政側で作った計画を遂行できる部
隊、エリマネを担う第三セクターのような中間的
な組織を作る動きが活発で、それらをまとめ次世
代の方法論を考察するというのが博士論文の
テーマでした」と倉知准教授は当時を振り返る。
　札幌市は公共空間の充実を計り、チカホ（札
幌駅前通地下広場）や創成川アンダーパス連続
化を実現。大掛かりなインフラ整備と公共投資
を行い、行政側が質の高い公共空間を用意する
ことで民間投資を呼び込み、都心エリアの活性
化を促した。

「1972年の札幌オリンピックに際して駅前通り
周辺が開発されてから30年。さまざまな更新が
必要となる中で、ただ、古くなったビルを新しい
ビルに建て替えるのではなく、よりハイスペック
な機能を入れるために民間の投資を呼び込む必
要がありました。一流の地方都市として機能する
ために海外の富裕層や知識人などが北海道に来
た時に満足できるホテル、質の高いサービスも
必要なのではないかと。『札幌を世界都市にしよ
う！』をキャッチフレーズに、内資、外資問わず
に民間からの投資をしやすくするインセンティブ
の意味でも、都心整備に力が入れられたのでは
ないでしょうか」と倉知准教授は当時の時代背
景を読み解く。
　一方で2000年代はエリアマネジメントという
言葉が使われ始め、直接的にまちのマネジメント
を行う組織やそのための制度も整えられていた。

都市計画を専門とし、老朽化の進んだ集合住宅や過疎化の進んだ地方都市のエリアリノベーション、地域の活性化につ
いて研究する倉知徹准教授。新潟県内を中心とした実践的なプロジェクトに取り組んでいる。

実施プロジェクトに携わりながら地方都市のエリアリノベーションを考える
建築・環境デザイン 研究室 ／ 倉知 徹 准教授

1〜3新潟県燕市のプロジェクトで制作した仮設パビリオンと、その打ち合わせ風景や模型写真

工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース
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A r c h i t e k t o n  新 潟 工 科 大 学

「“札幌大通まちづくり株式会社”が日本で初めて
の都市再生整備推進法人に認定され、札幌市
は全国的にもトップランナーとして走ってきまし
た。その過程を間近で感じた経験は大きいです」

建築計画学と団地再生プロジェクト

　その後５年間所属した神戸芸術工科大学で
は、助手として教育全般に関するサポートがメイ
ンとなるが、新たな専門分野との出会いもあっ
た。
「神戸芸工大は、建築計画学の草分け的存在
の吉武泰水先生が初代学長で、やはり計画学の
鈴木成文先生が二代目として大学を支えて来ら
れました。東大の建築計画学系の先生と親しく
させてもらうことができたのはありがたかった。そ
れが今、エリアリノベーションに関わる際の糧に
もなっています」
　関西大学ではプロジェクト付き特任研究員とし
て、団地再編プロジェクトに携わった。当時、
UR都市機構では老朽化した団地でも、駅の近
くなど需要が見込まれるところでは建て替えのプ
ロジェクトが進められていた。しかし現実的に
は、交通の便が悪く、建て替えの難しい物件が
圧倒的に多く、それを今後どうするかが重要課
題となっていた。「エレベーターなし５階建ての
昔ながらの団地にも、そこにしかない魅力はあり、
ちゃんと再生したらもっと使えるはず。再編が必
要だろうということで始まったプロジェクトです」
と倉知准教授はプロジェクトの経緯を説明する。
　具体的な取り組みの一つが京都府八幡市の男
山団地。枚方市と八幡市の境目で最寄駅は京阪
電鉄の葛葉駅だが歩くと30分はかかるためバス
利用がメインとなるエリアに、賃貸で約4600戸、

分譲も合わせると約6000戸が集合する昔ながら
の大規模団地だ。
「八幡市の人口の１／４～１／５が団地住民と
考えられ、地元行政としても看過できないという
ことで、大学院生を中心に取り組んでいました」
　もう一つは、大阪の南、河内長野市の南花台
団地。いわゆる丘の上のニュータウンで、戸建
住宅地とURの賃貸があり、空き家問題が深刻
となっていた。新たに多くの人を呼び込むのは難
しいため、今の住人がより良い暮らしを送れるこ
と、また、団地の環境が良いと考える外部の人
に魅力を発信できるようにするという方針で進め
られた。
「男山団地ではURの所有する店舗兼用住宅に、
南花台では１階で食品、２階では雑貨・衣料品
などが売られている複合的なスーパーの空きテナ
ントに簡単な改修をして、まちづくりの中核とな
るフリースペースを設けました。学生が通って運
営し、地域の人と共に自由に活動しながら地域
再生を思考する場として、好感触を得ることがで
きました」と言い、関西大学で実施プロジェクト
に携わった経験は、倉知准教授が現在エリアリ
ノベーションを学生に指導する上でも生かされて
いる。
「また、団地再編を考えるためには団地を作っ
て来た世代の専門家の話を記録することが重要
なのではないかということで、10年前、すでに高
齢になっていらした多くの方々に話していただく
機会をいただきました。関西メインではあります
が、例えば、住宅団地創成期のマスタープラン
を手がけた市浦ハウジング&プランニングの方な
ど、東京から来ていただくこともありました。この
経験は大きな財産になりました」

雁木の調査と雁木を 
生かしたまちづくり
　新潟工科大学に移って、倉知准教授が最初
に着目したのは雁木のある街並みだ。
「自宅のある長岡もそうですが、意外と雁木が
残っている。逆に歯抜けになっているところが
もったいない。雁木は生活の便利のためにも、
町並みとしても繋がっていないと意味がないの
で、今あるものを残すだけではなく、欠けている
ところに新しく作っていくべきで、『エリアリノ
ベーション』が有効だと考えています」
　新潟県内では上越の高田や長岡圏内の旧栃尾
など雁木の残されているエリアは多い。まずは現
状把握のために７地区で調査を行った。
「ArcGISというソフトを使い、クラウドに情報を
あげながらデータベースを作成しました。これな
らスマホだけでも調査が可能です」
建築やまちづくりで現地調査というと、大きな
画板に大きく印刷した地図を挟んで歩き、一生
懸命写真をとって記録する。それを持ち帰ってパ
ソコンに入力というのが従来だったが、データ入
力まで全て現地で済ませられる魅力は大きい。
「しかも、クラウドに、誰かが調査したところを
データ入力すると、他のチームにも共有されるの
で、調査の重複や抜けがなくなるのです。学生
５、６人が３、４チームに別れて、調査していて
もそれぞれの進行状況がリアルタイムでわかる。
LINEアプリでやりとりしながら適宜指示も出せ
る。非常に効率よく調査することができました」
　2022年度は科研費も得て、調査をもとにデー
タベースを更新しながら雁木の途切れている部
分をどうして行くか、行政や地元の住民と協力し

4倉知先生が関西大学時代に取り組んだUR男山団地の「だんだんテラス」 5雁木調査の風景 6雁木調査でのスマホ画面。リア
ルタイムで調査状況が把握できる
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ながら検討中だ。
「雁木は長岡地区以外、私有地での私有財産
なので基本、行政はあまり口出しできないので
す。そこに何か、行政や地域として関わって行く
糸口が見つけられないか、というのが次の課題で
す」

実施プロジェクトに積極的に取り組む

　倉知研究室は学外のプロジェクトにも積極的
に関わっている。参加は研究室の学生だけでな
く、下級生も含め興味のある学生は誰でもウエ
ルカムだという。産学連携のPBL=project 

based learningの形で、現在、燕、小千谷、
湯沢などでプロジェクトが進行中だ。
　燕は金属加工などの製造業が盛んだが、多く
は従業員50～100人程の中小企業で、人材不
足に悩まされている。特に大卒の採用に苦労し
ている中で地元の企業が集まり『公益社団法人
つばめいと』を作った。まず業界を知ってもらう
ためにインターンシップを受け入れ、そこから採
用へ繋げようという試みがある。
「東京などの都市部や県外からインターンシップ
にきてもらうために、シャッター通りになっている
商店街の一角につばめいとが寄宿舎を作ったの
です。するとその周辺に新しいお店ができたり、
若い人が IターンやUターンで入ってきたりという
変化が起こり始めました。若い人たち、外から新
しく同時期に入ってきた人たち同士の連帯感もで
きていて、それを地元がきちんと受け入れる素地
もあった。その勢いでこの街を変えよう、再開発
をやっていこうという動きがあって、行政も中心
市街地再生モデル事業を立ち上げ、国の補助金
も入れながらハード整備や建て替え事業を推進
しています。非常に興味深い新しいスキームなの
でそこに学生も関わらせていただき、空間の提案
や制作を行っています」

　寄宿舎は商店街からうなぎの寝床状に細長く
伸びる敷地に建つ２階建で、１階は研修室、２
階が宿泊室となっている。
「せっかくなので学生を現地に連れて行って、
研修室でワークショップをしています。つばめい
とが寄宿舎の隣の敷地を買い取ったのですが、
現在は空き地で、そのままでは活用されないの
で、くつろいだり、立ち寄って休憩したり、
ちょっとしたイベントのできるような空間を提案し
ました。2021年の10月に学生も施工に参加して、
単管を使った仮設パビリオンが完成しましたが、
今年度はここをもう少しフレンドリーな空間にし
て欲しいと頼まれて改修しています。子どもがよ
じ登って遊んだり、地元の方がイベントをしたり、
いろいろな用途で使われています。今後は、本
整備に向けた計画、図面づくりを進める予定で
す」
　小千谷では、市立図書館を含む複合施設の
新設に伴うソフトプログラムの検討に参加してい
る。
「プロポーザルで平田晃久さんが設計者に選定
され実施設計が進んでいるところです。このよう
な公共施設は市民が建設前から関わって、意識
を高めながら、活用のためのソフトプログラムを
考えることが必要となります。市役所がそのよう
な場を企画しているのですが、20代、学生の年
代が集まらないということで、学生を参加させな
がら新しいプログラムを考えられないかという話
をもらい、参加しています」
　燕と小千谷のプロジェクトは、2022年10月
末に東京ビックサイトで行われた『ジャパン・
ホーム＆ビルディングショー2022』の『学生プ
ロジェクトデザインコンペティション』の奨励賞
にも選定されている。
　学内でも研究室の枠にとらわれない実施プロ
ジェクトを積極的に展開している。

「2019年度は、廊下の一角に学生のアイディア
とセルフビルドでコミュニケーションスペースを作
りました。2021年度は学生食堂のすぐ下のス
ペースにレンガで炉を作って、BBQや焚き火が
できる場所を作りました。大学祭では、そこでマ
シュマロを焼いたり、コーヒーを出したりして盛
況でした」
　このようなプロジェクトは学生だけで完成させ
るのは難しい。地元の企業からの技術力と資金
の協賛を得て実現している。
「地元の中小企業は人材の採用に苦労していま
す。ミスマッチによる早期離職にも悩まされてい
る。就職活動では企業も学生も表面的に作り込
んだ状態で顔を合わせますが、より良いマッチン
グのためには、もっと素の状態で会うべきなので
はないかと。それには一緒に何か作業をするのが
いいのではないかと声をかけ、利害が一致する
企業に協力してもらっています。カンナがけやビ
ス打ち、型枠を作って実験室でコンクリートを練
り打設する、レンガを積み上げるなど建設会社
の現場の方々に直接指導してもらいながら学生
が施工しました」
都市部ではコロナ禍で対面のプロジェクトが

7小千谷でのプロジェクトの学内キックオフミーティング 8セルフビルドによるコミュニケーションスペースでの集合写真 9モルタルミキサーでコンクリート練り

⓾キャンパス内に制作したレンガの炉。コンクリートの打設やレン
ガ積みも企業と協力して学生が行った
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工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース建築・環境デザイン 研究室

軒並み中断されている中、企画が実現したこと自
体が貴重だが、倉知准教授は「うちの大学が企
業と距離が近いということもあってできたことだと
思います」と新潟工科大学ならではの魅力を語
る。

イノベーターとなる人材を育成

　倉知研究室では卒業研究は論文か設計どちら
か選択制だが大学院では極力、論文を書くよう
に指導する。「学部で設計しかやっていないと、
論文を書くという経験をしないで卒業してしまう。
大学院を修了するからにはきちんと論理的に考え
て、資料を集めて、文章を書いて、人に伝える、
説得するという能力を、論文執筆を通して身につ
けてもらいたい」と考えるからだ。
　また、倉知准教授は建築系の指導とは別に、
2021年度から、大学全体に関わる科目“イノ
ベーターとビジネス構築力”を立ち上げ、その授

北
き た ざ わ

澤 李
り お

緒さん（修士１年）
❶プロジェクトを通して学外の人
との関りができるから。　❷院生
が多くて、研究室にメンバーが入
りきれない。　❸「防火水槽では
じまる」／新潟県旧三島町に点
在する116カ所の防火水槽の上
に、まちのコミュニティがはじまる
コモンスペースをつくる。

谷
た に う ち

内 文
ふ み や

哉さん（修士2年）
❶当時、市役所への就職を目指
しており、まちづくりについて学ぼ
うと思い選択。　❷プロジェクト
への参加が積極的でさまざまなこ
とが体験できる。　❸「柏崎市に
おける『日本の木材活用リレー』
プロジェクトの特徴と意義」

鈴
す ず き

木 里
り か

佳さん（修士１年）
❶優しい先輩がいたから。　❷
研究室の人以外の人も研究室
にいたりする。　❸「田んぼ・カン
トリーエレベーターの魅力をつたえ
るための新しい農業施設の提
案」／カントリーエレベーターに田
んぼやお米の魅力を伝えるミュー
ジアム機能を付随させる。

くらち とおる／1975年、石川県生まれ。2006年北海道
大学大学院工学研究科都市環境工学専攻修了（工学）。
2006年に神戸芸術工科大学デザイン学部助手、2011年
関西大学先端科学技術推進機構特任研究員。また株式会
社 遠藤剛生建築設計事務所に勤務。2016年から新潟工
科大学工学部工学科建築・都市環境学系准教授。

倉知 徹 准教授

❶研究室を選んだ理由　❷研究室の特色　❸取り組んでいる研究テーマ

研究室メンバーに聞きました

難
な ん ば

波 健
け ん い ち

一さん（修士1年）
❶倉知先生が研究している雁木
で有名な高田出身だったこともあ
り、雁木を使った卒業設計をした
いと思ったから。　❷学外プロ
ジェクトに多く参加している点。　
❸「雁木と空き家で学ぶ6年間」
／雁木、空き家を使った小学校を
設計する。

三
み や け

宅 春
は る か

香さん（修士１年）
❶まちづくりに興味があったという
ことと、先生のキャラクターが好き
で選びました。　❷学外の活動
が多く、さまざまな人と交流ができ
ます。　❸「柏崎市本町における
新しい公共空間の提案」／本町
の特徴である傾斜のある地形と
お寺を用いて空間をつくりました。

阿
あ だ ち

達 翔
し ょ う や

也さん（学部4年）
❶まちづくりと建築設計どちらも
学べる研究室なので選びました。　
❷さまざまなプロジェクトに取り組
んでいる。　❸「上越高田城址
再編成」／現在、閉鎖的となって
いる本丸跡を市民が集えるオープ
ンスペースとして提案する。

勝
か つ み

海 凱
か い と

斗さん（学部4年）
❶卒業設計ができる研究室だか
ら。　❷課外活動が多いところ。　
❸「八番目の設計」／今まで課題
として行ってきた７つの設計を踏
まえて、「どう空間化してきたか」

「どう空間化するか」を意思表示
する。

大
お お は し

橋 礼
れ お

旺さん（学部4年）
❶やりたかった研究ができるか
ら。　❷自由度が高くわきあいあ
いとした雰囲気がある点。　❸

「長岡ニュータウンにおける今後
の店舗兼住宅の検討」／全国的
にオールドニュータウン化が進む
中、ニュータウンに店舗兼住宅を
導入するための調査を進める。

蕪
か ぶ ら ぎ

木 太
た い が

雅さん（学部4年）
❶ 先 輩がいた研 究 室だから。　
❷ P B L（ P r o j e c t  B a s e d 
Learning）を取り入れている。理
工系学生科学技術論文コンクー
ルと、JIA全国学生卒業設計コン
クールで日本一をとった2人がい
る。　❸「出雲崎の妻入り町並み
を残すまちの空間の提案」

小
こ せ き

関 優
ゆ う き

生さん（学部4年）
❶卒業設計に興味があり、研究
室にすごい先輩がいるから。　❷
院生が多く、いろいろなアドバイス
を受けられる。　❸「LRTによるま
ちの新しい空間の提案」／富山
県高岡市の路面電車が廃線にな
る可能性があるため、路面電車を
使ったまちの設計を考えている。

業も担当している。
「経済環境、世界的情勢などさまざまな状況が
劇的に変化している今、イノベーションを起こし
ていくことが必須となります。新潟工科大学は地
元の新潟県内のものづくり企業などに就職する学
生が多いのですが、地元の企業や産業界も、不
確実な時代にどうしたらいいかという問題を抱
え、世の中の荒波にさらされています。そのよう
な状況で、企業としては大卒の人間には、将来
の幹部になって、会社を引っ張って欲しいという
思いがある。そういう意味でも全学生にイノベー
ターになって欲しい。イノベーターになって建設
会社でも製造業でも食品会社でも、どんな分野
でもいいから自分達が活躍できる10年後にはイ
ノベーションを起こす、そういうマインドを持って
卒業して行って欲しいと考えています」

藤
ふ じ も と

本 大
た い が

賀さん（修士2年）
❶建築空間の都市との関係を研
究したい。空き家や道路空間、交
通の結節点等で展開される建築
空間とオープンスペースに興味が
ある。　❷ハードに頼らないまちづ
くりの良さを経験できます。　❸
「定期市による道路占有の仕組
みを使った道路空間の利活用」

勝
か つ み

見 洋
ひ ろ や

哉さん（学部4年）
❶学外のプロジェクトへの参加を
通して研究室の雰囲気を知り、入
りたいと思った。　❷研究室でご
飯をつくったり、登山やキャンプを
したりと仲が良く活発。　❸「柏
崎駅前地区の店舗実態と地域
就業者ニーズ」
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陶芸からガウディへ

　黒木宏一准教授の研究室では、高齢者の居
住をよりよくしていくことをテーマに調査や研究を
行っている。
　黒木准教授は宮崎県出身。中学の頃、母親
の趣味だった陶芸に触れて、陶芸家になりたい
と思った時期もあったそうだ。しかし、高校生の
頃に出会ったガウディの建築にあこがれ、大学で
は建築に進むことを考えた。
　熊本大学工学部環境システム工学科に進学。
2003年に修士に入ってからは、建築計画分野
の横山俊祐教授の下で学んだ。横山教授は少
子高齢化社会で建築をいかに考えるのか、学校
建築から高齢者施設まで幅広く研究をしていた。
黒木准教授は自身のお祖母さまが認知症になっ

た実体験もあり、高齢者の生活をサポートする
研究をしたいと考えたことが、現在まで続く研究
人生のスタートとなった。

住宅＋αの高齢者施設とは

　大学院修了後、横山教授の大阪市立大学へ
の着任を契機に、黒木准教授も同大学大学院
工学研究科都市系専攻の博士課程に入学。熊
本大学の頃から博士課程まで継続して、民家を
改修しグループホームへとコンバージョンした高
齢者施設についての研究を行っていた。高齢者
施設と聞くと、病院のような無機質な施設をイ
メージしがちであるが、黒木准教授が取り組ん
だのは、慣れ親しんだ自宅のように居心地よくす
ごせる高齢者のための建築に必要な要素を明ら
かにすること。

　熊本県内には、当時から住宅を利用した高齢
者施設の事例が複数あり、黒木准教授はその調
査を行っていた。住宅ならではの良さを計画にい
かに生かすことができるのか、施設で朝から晩ま
で観察調査をし、要素を分析していった。そもそ
も、グループホームとは少人数制で、1ユニット
あたり最大9人の入居者とする小規模な高齢者
施設である。住宅＋αの増築を施し、高齢者施
設として利用することは、意外にも理にかなって
いるのだそうだ。
　博士の学位取得後も、大阪市立大学内にある
都市研究プラザという、建築のみならず人文地
理学、社会学など幅広い分野の視点から地域や
都市の課題解決を考える機関に研究員として所
属した。都市研究プラザでの主題の1つに、
ホームレス支援の研究があった。ホームレスの

高齢者の健康的で豊かな生活を実現するための建築のあり方を考えつづけてきた、
黒木宏一准教授。高齢者のための施設のみならず、住宅や日帰り温泉、
図書館と幅広くフィールドワークに出かけている。

高齢者の住みやすい環境づくりを建築でサポートする
生活環境・空間デザイン 研究室 ／ 黒木宏一 准教授

1高齢者へのアンケート調査風景

工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース
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A r c h i t e k t o n  新 潟 工 科 大 学

方々へのインタビュー調査を実施し、どのような
サポートが可能かを各分野の研究者と協力して
検討した。その結果、一般の方がホームレスの
現状を知り、ホームレスの方々が孤独になること
なく寄り合える場が必要なのではないかと、大阪
の長屋を改修し利活用したサロンを立ち上げた。
そこでは毎月1回のイベントを実施し、一般の方
や生活保護を受けている方、ホームレスの方な
どが集い、相互理解をうながし、関係性を紡ぐ
ような機会を定期的に設けていた。5年間のプロ
ジェクトであったが、黒木准教授は2012年に離
職するまで、4年に渡り担当したそうだ。

新潟の高齢者の生活を追求

　2012年に新潟工科大学に着任してからは、
新潟県内を主対象に高齢者の生活や関連施設
の調査研究を進めている。
「通常、建築計画の研究は、まず建築に関連す
る制度や既存のビルディングタイプを前提として
個別研究がスタートします。しかし、高齢者の
生活のあり方も社会の変化とともに多様化してい
るのに、制度は追いついていないことが現状の課
題です。そのため、高齢者の暮らしを把握し、
どのような居住空間があり得るかを考えていくこ
とが、今を生きる人々のための建築への近道だろ
うと考えています」
　新潟に引っ越してきたあと、黒木准教授は生
活圏に日帰り入浴施設が多いことに気づいた。
はじめは、趣味の一環で日帰り温泉めぐりをはじ
めたそうだ。しかし、高齢者の利用が多いことを
発見し、施設での高齢者の1日を調査してみた
ところ、朝10時頃に3～4人程度のグループで
訪れ、ともに風呂に入りご飯を食べて、再び風呂
に入り夕方前に帰路につくという、デイサービス
さながらに利用されていることがわかったという。

また、中には食べ物の持ち込みを許可している
施設もあったそうだ。
　高齢者が入浴施設に集う日常風景は熊本でも
見られたことから、全国的に銭湯や日帰り温泉を
活用した高齢者のコミュニティづくりが可能なの
ではないか。さらには、高齢者向けの特別な機
能を備えた施設を設置しなくても、近所の集える
場を利用し、日常の延長線上で高齢者施設と同
様の機能を兼ね備えた場を創出することは考え
得るのではないか。「その方がより楽しいし、健
康的ではないかと思いました」と黒木准教授は
語る。
　さらに、リタイア後の生涯学習の場としての図
書館のあり方についても調査を行ったそうだ。老
後の時間を使い、生き生きと活動していくこと。
例えば、こだわりのカフェを始めたい方が会社を
立ち上げるために調べ物をしたり、趣味のスポー
ツや文芸などの活動を深めるための勉強の場とし
て利用したりと、さまざまな活動を誘発する可能
性を秘めているという。

健康的な住宅を考える

　では、「生き生きと暮らす」ための必要条件は
あるのだろうか。
　老後に自宅に引きこもることで孤立する高齢者
の存在が問題視されるなか、黒木准教授は「ア
クティブシニア」と呼ばれる、元気で活動的な
高齢者を調査。そのうちに、いくつか見えてきた
ことがあるという。まず、アクティブシニアは友達
が多く他者とのつながりが強固である。例えば、
退職して数年を経ると、会社の元同僚との関係
は徐々に希薄になっていくことも多い。しかし、
リタイア前に趣味の活動を始めていた高齢者は、
趣味を介したコミュニティが継続しているようだ。
そのため、退職する前にスポーツ・文学・アー

ト系などどのような分野でもよいが、仲間と集ま
ることができるような趣味を見つけておくことは大
事なことなのだそうだ。
　学生が卒業論文や修士論文で取り組んだ研究
でも、高齢者の健康と住環境の関係性について
も、興味深い結果が出たそうだ。
　まず、2階にリビングがある住宅の方が、1階
に主要な居室がある住宅より、高齢者の身体能
力を維持することができるという研究結果。つま
りは、階段の昇り降りによって、足腰を強く保つ
ことが重要だということだ。高齢者向けの住宅を
考えるときに、平屋のほうが負担も少なくてよい
と思われる方も多いだろう。しかし「普段経験し
ている環境を考えると、今までの暮らしの中で訓
練できるようなものを残すことが大事」ということ
だそうだ。
　魚沼や妙高など雪深い地域では、1階に駐車
場など、2階以上に生活スペースを構えた高床
式住居が多く見られる。一般的には足腰が弱く
なったら、玄関が2階にあることは大変に思える
が、毎日の運動から健康につながるという側面も
あるようだ。
　また、山間地域の高齢者の暮らしの実態を調
査した研究では、周囲に5～6軒ほどしかないよ
うな山奥の過疎地域で高齢者にインタビューを
実施。このような地域では、子世帯も近隣地域
に居を構え、どちらも各々に独立して生活をして
いるが、いざという時には行き来できる距離間に
住むことが特徴のひとつであるそうだ。
　しかし、いざ高齢者の方々に生活上の不便な
ことを聞くと、とくに困っていることはないという
回答が多かったそうである。その生活に慣れてい
るからだろうという結論に至った。「従来、マイナ
スだと思われがちだったことが、実は高齢者に
とってプラスに働くことがあると調査から気づくこ

3民家改修型グループホームの縁側2民家改修型グループホームの外観
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とができました」

高齢者施設にも個性的で 
豊かな生活を
　これまで、住宅を高齢者施設に転用する際、
複数人の高齢者の居住施設となるため、防火の
基準が厳しく、転用事例も限られていたが、空
き家が増えたり、高齢者施設が足りなくなったり
している社会状況では、住宅を改修した高齢者
施設の設置は規制緩和の方向に推移しているそ
うだ。
　住宅を活用する利点は手軽さだけではなく、
例えば縁側があり、茶の間があり、集うことがで
きる場がもともと存在すること。新築の高齢者施
設の多くは介護に特化した機能性が重視される
ことで、無駄な空間が少ない。個室と食堂の往
復では生活が単調化してしまいがちだが、住宅
のさまざまな居場所や居住空間が高齢者施設に
うまく組み込まれると、それぞれの個性的な生活
が実現しやすくなる。
　また、畳敷きの民家を高齢者向けに改修する
ときに、高齢者にとって畳での生活は足腰によく
ないとのイメージを抱くが、黒木准教授によれば
「そのまま寝転んで昼寝をしたり、いろいろな姿
勢を自由にとれたりする。イス座は、楽なように
見えて同じ姿勢で座り続けるため、逆に高齢者
の身体にはつらいこともあります」と、メリットが
多い。

　さらには、最終的に自らの家で臨終を迎えるこ
とを希望される方も多い。黒木准教授は以前に
認知症高齢者向けグループホームで、ターミナ
ルケアを実践している施設で、入居者の方がお
亡くなりになるまでの建築的サポートを考えるた
めの調査を実施。実際に現場に入って観察を続
けながら、スタッフの方へ聞き取りを行った。
ターミナルケアは重 し々いため、ゆっくりと過ごし
てもらうためにも、建物の隅などに患者の居室を
置く配置計画が一般的だが、実は患者のケアに
は好ましくない場合もあることがわかったそうだ。
入居者が集まるリビングなどのそばにターミナル
ケア患者のための部屋を配置し、ある程度オー
プンな空間であったり、周囲の日常の生活を感じ
ながら過ごすことができたりという環境が患者に
とって望ましいこと、また、リビングで他の高齢
者の面倒を見ている時でも目が行き届くため、緊
急時に対応しやすいことなど、スタッフ側のメリッ
トも見えてきたそうだ。
　黒木准教授の取り組む研究はいずれも、従来
の高齢者の生活に対する固定観念を解きほぐし、
未来の豊かな生活を想起させるものである。

自律的な思考を育む

　黒木研究室では、卒業設計か卒業研究は自
由選択制。3年生後期から配属となるが、まず
は自由に興味のあることをまとめるところからス
タートする。コロナ禍以前は、フィールドワーク

やアンケート調査に研究室の学生たちが一緒に
出かけることもあったというが、学生それぞれが
テーマを自由に決定しているため、プロジェクト
にチームで取り組むスタイルではなく、個々が自
律的に考えることと相互協力しあうことを大切に
しているそうだ。
　もともと黒木研究室は卒業設計を選ぶ学生が
多い。例えば、2022年度の卒業設計では、益
子焼とヤングケアラーをテーマとした学生がいる。
「ヤングケアラー」とは、実親の介護や小さい子
どもの面倒を見て、子どもらしい生活を送れな
かったり、自由な時間をもてなかったりする子ど
もたちのことを指す。社会的課題そのものを正面
から捉えるだけでなく、創造的要素として益子焼
の釜や製作プロセスと絡めて、ヤングケアラーの
子どもたちが開放的に過ごすことができる場を提
案した。
　過去には「JIA全国学生卒業設計コンクール」
の新潟県大会で学生が入賞したり、「せんだいデ
ザインリーグ卒業設計日本一決定戦」で100

選、50選に入賞したりするなど、コンクールへ
の応募も学生たちのやりがいのひとつになってい
る。
　黒木准教授が取り組む高齢者の居住環境を
研究室の軸としながらも、創造的な思考を育む
ための学びの場としての研究室のあり方が垣間
見えた。

6生涯学習の場として図書館の利用を調査した

5高齢者が集う日帰り温泉施設

4ゼミの風景
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工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース生活環境・空間デザイン 研究室

7益子焼とヤングケアラーをテーマにした卒業設計

くろぎ ひろかず／1980年宮崎県生まれ。2005年熊本大
学大学院自然科学研究科建築学専攻博士前期課程修
了。2008年大阪市立大学大学院工学研究科都市系専攻
後期博士課程修了。2008年～2012年大阪市立大学都
市研究プラザ研究員。2012年より新潟工科大学工学部建
築学科准教授。

黒木 宏一 准教授

剣
け ん も ち

持 皓
こ う き

基（学部４年）
❶卒業設計ができる研究室を選
んだ。　❷ONとOFFがはっきりし
ている。　❸「小路空間のコミュ
ニティの再編」／長岡市栃尾地
域に関する小路を活用して、コ
ミュニティを活性化させ、交流人
口を増やす空間を提案する。

稲
い な が き

垣 遼
はるか

（学部４年）
❶高齢者の暮らしに関して興味
があったから。　❷黒木先生が
気軽に相談に乗ってくれる。　❸

「中山間地域における高齢者の
暮らしの継続性に関する研究」
／積雪量の多い新潟県中山間
地域で、高齢者がなぜ暮らせてい
けているのか、その要素を探る。

佐
さ と う

藤 栞
か ん た

太（学部４年）
❶卒業設計を志望していたため。　
❷日々の活動や卒業設計の内
容等について自由度が高い。　
❸「地域の終わり方を考える」／
統廃合が行われた廃校になった
地域の終わり方を考える。

❶研究室を選んだ理由　❷研究室の特色　❸取り組んでいる研究テーマ

研究室メンバーに聞きました

神
か ん だ

田 の
の の こ

の子（学部4年）
❶積極的に動かなくてはならない
と聞いたので、やりぬく力を鍛えら
れると思った。　❷専門以外のこ
とでもアドバイスやサポートをして
くれる。　❸「動物と人間の共
棲」／共棲を目指し、動物も人間
も豊かな生活を送れる場を広めて
いく。

青
あ お き

木 花
か れ ん

蓮（学部4年）
❶やりたいことを尊重してくれるか
ら。　❷基本、電灯を点けない自
然光派の研究室。　❸「窯で点
ずる道 ～ヤングケアラーと益子
焼の相互空間～」／窯元空間を
通して、ヤングケアラーの子どもが
自然と気持ちが楽になるような空
間を目指す。

大
お お と も

友 深
み ゆ

優（学部４年）
❶計画系の研究を行いたかった
のと、先輩から一番やりたい研究
ができるという話を聞いたから。　
❷良くも悪くも自由なところ。　❸

「全国の重要伝統的建築物群
保存地区の昔ながらの営みの継
承に関する研究」

山
や ま ざ き

﨑 愛
あ い な

奈（修士１年）
❶分野にこだわらず、自由な設計
の提案ができるから。　❷静かで
落ち着いた雰囲気。　❸「ストリー
トファニチャーに対するふるまいと
使い方」／その使われ方や、まち
の風景をかたちづくるストリート
ファニチャーは何かを探る。

佐
さ の

野 咲
さ お り

織（修士1年）
❶高齢者の住環境に関する研
究がしたかったため。　❷穏やか
で、趣味を大切にする風土。　❸

「高齢者の自宅を終の棲家へ」
／既往研究はあるが、自宅に焦
点が当てられてないので、どのよう
な環境であれば自宅で一生を終
えることができるかを探る。

小
こ ば や し

林 隼
は や と

人（修士2年）
❶卒業設計をしたかったのと、高
齢者の住環境について研究した
かったから。　❷落ち着いた雰囲
気。　❸「リタイア直後の生活環
境と暮らしの充実度に関する研
究」／退職後の行動や周辺環境
が与える影響を明らかにする。

8研究室は座卓があり、そこで作業や打ち合わせを行う
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消極的な理由で構造の道に進むも、 
鋼構造の研究に没頭する
　建築振動研究室を主宰する涌井将貴准教授
は、2017年に新潟工科大学の助教に着任した。
2019年に講師、2021年には准教授に就任。
建築都市学系の教育・研究を支える期待の若
手教員の一人だ。建築の構造系の中でも鋼構造
を専門とし、建物の振動を分析して安全性を評
価する手法を研究している。
大学のある柏崎市の南に位置する十日町市出

身。東京理科大学の建築学科に進み、建築構
造研究に出会った。父親の影響もあって建築学
科を選んだが、初めから研究や構造に興味が
あったわけではないという。「建築学科を選んだ
ときは、漠然と設計者を目指していました。でも
大学に入ってみると、図面を描くのが苦手で、

設計製図の授業が嫌いでした。数学や物理が好
きだったので、消去法で構造を選んだというのが
本当のところです」と笑顔で話す。
就職するつもりだった卒業後の進路は、ゼミ

の指導教員で、鋼構造物の構造性能と設計法に
関する研究を行っている伊藤拓海教授との出会
いで一変する。大地震でも倒壊しない構造的な
余裕度やしなやかさを指す、建物の冗長性を定
量的に評価する手法の研究に没頭するように
なった。夢中になった研究を続けるため、伊藤
教授の縁で東京大学大学院へ進学。鋼構造研
究室に所属し、伊山潤准教授のもとで研さんを
積み、2016年に学位を取得した。その後2017

年に新潟工科大に移ってからも、伊山准教授と
は後述する体育館のひずみ計測などの共同研究
を続けている。

地震による損傷を見える化する技術
で、被災時の二次災害を抑える
涌井准教授には忘れられない故郷の思い出が

ある。高校生の時に経験した2004年の中越地
震だ。新潟県中越を震源とするマグニチュード
6.8の地震が発生し、県内で最大震度7の揺れ
を観測。多くの建築物が倒壊・損傷した。涌井
准教授は3日間、学校の体育館で避難生活を強
いられたという。
「余震のたびに天井のライトが大きく揺れ、落ち
てくるのではないかととても怖い思いをしました。
建物の安全性を追求する研究の道を選んだこと
に、その時の経験が少なからず関係しているかも
しれません」
奇しくも、涌井准教授が現在力を注いでいる

プロジェクトの一つが、体育館など鉄骨造の大

高校時代に中越地震を経験し、建築の安全性の大切さを実感した涌井将貴准教授。大学で建築構造研究の面白さに目
覚め、現在は地元新潟で地震後の建物の損傷度と屋根上の雪の重さを推定する手法の研究に携わる。実用化を目指して
奮闘する涌井准教授に話を聞いた。

社会が求める技術の実用化へ
建築振動 研究室 ／ 涌井将貴 准教授

1体育館計測装置準備

工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース
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A r c h i t e k t o n  新 潟 工 科 大 学

空間構造の損傷評価だ。大地震が起きると、余
震で建物が倒壊したり、外壁などが落下したりす
る二次被害を防止するため、自治体は専門家を
派遣して応急危険度判定を行う。被害の規模が
大きく、被災地域が広範囲にわたると、こういっ
た目視による判定に長期間を要し、被災者の避
難生活が長引いてしまう。中でも学校の体育館
や公共施設は、災害時の避難所に指定されてい
ることが多い。地震で倒壊しないことはもちろん、
発災後すぐに使用を継続できるか判断することが
求められる。
涌井准教授が大学院に進学した年に東日本大

震災が起き、研究の一環で福島県にある被災し
た体育館の調査を行った。「現地ではがれきの山
に圧倒され、自然の力の大きさに衝撃を受けたこ
とを覚えています」と振り返る。倒壊は免れて
も、建物の多くはガラスが飛び散るなどして内部
を使用できるような状態ではなかったという。
こういった課題への対応として、涌井准教授
は、建物にあらかじめセンサを設置し、計測した
揺れのデータを基に、地震後の損傷度合を即時
に“見える化”できるシステムを研究している。阪
神大震災以降、新築時にセンサを設置する建物
が増え始め、近年は IoT技術の進歩とともに、
遠隔地からでもリアルタイムで建物の状態を把握

できる技術が構造ヘルスモニタリングとして実用
化され始めている。しかし、こういったシステム
のほとんどが定性的な評価にとどまり、高価な上
に新築時の導入を想定しているため、一般への
普及に向けたハードルが高い。涌井准教授が目
指すのは、低コストかつ高精度なシステムの開
発。数年前から、柏崎市内のコミュニティセン
ターにある体育館で計測を続けている。
使用するのは、加速度センサとひずみゲージ、

マイコンボードを組み合わせたシンプルな装置。
市販されている材料を使い、一つ2万円程度で
製作できるという。これを体育館の梁などに設置
し、24時間データを収集している。常時微動と
呼ばれる、人には感じられないような平常時のわ
ずかな振動を記録し、地震時の揺れと比較する。
固有振動数の変化やひずみの程度といった数値
を解析すると、構造部材に深刻な損傷が起きて
いないかを推測することができる。計測したデー
タはリアルタイムでサーバーに送信されるので、
現地から離れた大学の研究室で分析が可能だ。
今後の課題は、天井や壁といった非構造部材

の影響も考慮して建物の損傷度合を測る手法の
確立。設計時には柱・梁などの構造部材のみで
倒壊しないよう構造計算するが、実際は非構造
部材も建物の強度に関与していると考えられてい

る。非構造部材を含めた数値解析を行えるよう
にして、損傷評価の精度を高めていくことを目指
す。今後は学内にある振動台を使った実験と、
実建物での計測を並行して進めていくことを計
画している。
「体育館のような大きな建築物にセンサを取り付
けるのは大変でした。業者さんに足場を組んでも
らい、学生たちが頑張ってくれて一日がかりで設
置しました。地震の研究では、災害が発生しな
いと装置の有用性を検証できないという点にもど
かしさを感じます。本当は使われないのが一番な
のですが、やはり備えは必要です。実用化に向
けて努力していきたいと思います」
これまでの研究で得られた知見は、神奈川大
学の島崎和司教授と白井佑樹助教、東京大学
の伊山准教授との共同研究でも活用されている。
横浜市にある小学校の体育館にセンサを設置し、
耐震補強を行った建物が想定どおりに機能して
いるか検証を続けている。

加速度センサで、 
屋根積雪の課題にも挑戦
構造ヘルスモニタリングの研究を応用し、雪
国ならではの研究にも取り組む。涌井准教授は、
「毎年のように大雪で建物が倒壊したり、雪下ろ

2体育館の加速度センサやひずみゲージによる計測結果
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しの際に事故が起きたりしているのを何とかしな
ければなりません。60～70代の人でも屋根に
上って作業をしていて、非常に危険です」と話
し、地域の課題を研究で解決しようと意気込む。
短時間に急激に積雪量が増えたり、降雪後の雨
で密度が増したりして屋根にかかる荷重が限度
を超えると、建物が倒壊する危険性が高まる。
2014年の大雪では、関東地方でも体育館の屋
根が崩壊するなど被害が拡大した。もともと雪の
少ない地域で平年以上の雪が降り、のちに雨に
変わったことが原因とされた。これをきっかけに、
構造計算で用いる積雪荷重を強化するよう建築
基準法が改正されている。過去10年間の雪害
による死亡者のうち、除雪作業中の事故を原因
とするものが7割を超え、その大半が高齢者との
データも。気候変動や人口減少、高齢化といっ
た現代の社会課題に深くかかわるテーマと言え
る。
研究では、地震による振動の計測と同様に、
建物に取り付けたセンサで常時微動を記録し、
その固有振動数の違いを積雪前後で比較して屋
根雪の重さを推定する。水分を多く含んだ雪だ
と、見た目の積雪深さだけでは危険性を正しく判

断できない。また、これまで経験に頼って雪下ろ
しのタイミングを計っていたが、正確に雪荷重を
推定できれば危険な除雪作業の回数を減らすこ
とができる。
先行研究では、気象データを基に屋根雪量を

予測する例はあった。涌井准教授の研究では、
長岡市の防災科学技術研究所雪氷防災研究セ
ンターに設置された木造の建物モデルを利用し、
センサから得た数値解析の結果と建物モデルに
設置した荷重計の値の両方を得られるため、予
測精度の検証が可能になった。現在は柏崎市の
体育館のほか、十日町市、小千谷市の住宅など
でも計測している。2021年には、NTT東日本と
連携して光回線の通信ネットワークを設置し、よ
り効率的にデータを収集できる体制を整えた。
電子情報学系の佐藤栄一教授の貢献も大きい

という。屋根雪量のデータを公開するウェブサイ
トの構築や、NTT東日本との実証実験で協力を
得た。「私たちが悩んでいることも、専門家の先
生に持っていくと一瞬で解決するので非常にあり
がたく思います。横のつながりが強く、分野が異
なる教員にも気軽に相談できるのは新潟工科大
学の素晴らしいところです」と涌井准教授。学

系という形で四つの専門分野に分けられてはいる
が、工学部工学科に全教員が所属しており、縦
割りでないのが強みとなっている。教員同士の連
携が実用化への最短距離をつなぐ。産学協同を
基本理念に掲げる新潟工科大学の真骨頂とも言
えるだろう。
これから取り組んでいきたいこととして、涌井
准教授はソーラーパネルで稼働するセンサーの
可能性を探りたいとする。商用電源が不要であ
れば空き家にも設置でき、自治体の空き家管理
が容易になる。
「今やっている計測はあくまで研究用のデモンス
トレーションで、時には途中で停止してしまうセ
ンサーもあります。性能を安定化させ、本格的
に社会実装できるところまで到達したいと考えて
います」
センサーの設置・メンテナンスコストといった
課題の解決も見据え、実用化に意欲を見せてい
る。

学生が防災教育向けコンテンツを制作

学生の卒業論文は涌井准教授の研究に関連
した内容になることが多いが、希望があれば関心

6長岡に建つ木造の建物モデル。土嚢実験の様子 7土嚢実験の準備。屋根に土嚢を載せている 8建物モデルの計測作業

3体育館へのひずみゲージ貼り付け 4計測に使う加速度センサ 5住宅センサ設置作業
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A r c h i t e k t o n  新 潟 工 科 大 学

工学部 工学科 建築都市学系
建築コース／都市防災コース建築振動 研究室

のあるテーマの提案も可能だ。数年前には、防
災教育向けコンテンツの制作に取り組んだ学生
も。振動台に学校の机や椅子をおいて教室を再
現して中越地震の揺れを加え、被害の様子を伝
える動画を撮影した。小中学校などの授業に
使ってもらえるよう、近く大学が設置する防災関
連の研究センターのウェブサイトで公開する計画
を立てている。また、防災教育の一環として、大
きな地震を経験したことのない小学生に、振動台
を使用した地震波体験を行っている。体験するこ
とで、防災意識の向上につながって欲しいと考え
ている。
涌井准教授がゼミ配属の際に学生に伝えてい

9木造倉庫の現地調査の様子

⓫・⓭防災コンテンツ

わくい まさき／1987年、新潟県生まれ。2011年、東京理
科大学工学部卒業。2016年、東京大学大学院工学系研
究科建築学専攻博士課程修了。2016年、東京理科大学
工学部建築学科助教。2017年、新潟工科大学工学科助
教、2019年に同大学工学部工学科講師、2021年より同
大学工学部工学科准教授。

涌井将貴 准教授

❶研究室を選んだ理由　❷研究室の特色　❸取り組んでいる研究テーマ

研究室メンバーに聞きました

るのは、卒業までに社会で必要な基本的な能力
を身に付けようということ。専門的な知識はもち
ろん重要だが、社会人としてのスキル、例えば
資料や報告書の作り方、プレゼンテーションのや
り方といった職種に関わらずすぐに役立つ技能
を、研究を通して学んでほしい―。地元の建設
会社などに就職していく学生たちに、そうエール
を送っている。

渡
わ た な べ

辺 龍
りゅう

さん（学部４年）
❶「雪」に関する研究が気になっ
たので選んだ。　❷実験の関係
上、現地に行くことが多いところ。　
❸「屋根雪荷重の推定方法」／
建物に計測器を設置して、計測
データの変化から屋根の雪の重
さを推定する。

奥
お く の

野 大
た い せ い

晟さん（学部４年）
❶建物の構造について学び、地
震波を再現できる振動台を用い
た研究を行いたいと思ったから。　
❷静かなところ。何事にも協力し
合って取り組めるところ。　❸

「木造建築物における浸水期間
が耐震性に与える影響」

宮
み や う ち

内 鳴
な る ゆ き

之さん（学部４年）
❶木造建物の構造と地震につい
て研究したかったから。　❷少人
数で皆、協力的で助け合って研
究する。実際の建物を対象にし
て地震を計測し研究できる。　❸

「木造建物の耐震性と劣化状況
の評価」

小
こ ば や し

林 拓
た く み

海さん（学部４年）
❶防災教育について研究したい
と思ったから。　❷話が盛り上が
る。在室表を使っていない。　❸

「人力加振を活用した防災教育
プログラムの作成」／体育館を揺
らすなどの人力加振を活用し、防
災意識の向上を目指す。

⓾木造倉庫の屋根雪荷重推定結果

⓬地震の揺れを再現する振動台
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